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活動日誌
2006年度後期　研究会活動等
日時 開催班 活動内容
2006年7月28日 印刷媒体資料班 研究会
「マゼラン遠征（1519～ 22）にみる異文化間コミュニケーション」
合田昌史氏（甲南大学教授）
2006年10月4日 21世紀地域文化研究班
（第2分科会）
定例研究会
「安全保障分野でのグローバル・パートナーシップ」渡邊啓貴（本学教授）
「マイノリティの自治と自決権」西立野園子（本学教授）
2006年10月6日 21世紀地域文化研究班
（第１分科会）
連携講座＋国際協力講座　拡大特別セミナー 
「9.11後　5年　　アフガニスタンは、今」
東京外国語大学研究講義棟１F〈102〉
司会：西谷修（東京外国語大学）
第1セッション「国際復興と日本」
田邊隆一（アフガニスタン支援調整特命全権大使）
藤枝修子（御茶ノ水女子大学　開発途上国女子教育協力センター）
松島正明（元JICAアフガニスタン事務所長）
コメンテーター：阿部英樹（JICA）
フォト・プロジェクション
牧良太（フリージャーナリスト）
第2セッション「アフガニスタンの現況」
福元満治（ペシャワール会事務局長）
前田耕作（日本アフガニスタン協会）
八尾師誠（東京外国語大学）
2006年10月26日 在地固有文書班 第38回研究会
「チベット人活仏がモンゴル国王として即位するための条件― 19世紀すえのモ
ンゴル語文書史料の分析―」二木博史（本学教授）
2006年11月30日 在地固有文書班 第39回研究会
「裁判文書を通して見た徽州社会の一側面」臼井佐知子（本学教授）
2006 年 12 月 16 日
-17日
研究講義棟115号教室 国際シンポジウム
アジア・アフリカ史資料学の現在と地域文化研究
第1セッション　テーマ「文書修復の現在」
「地域研究と資料保存―保存管理者の視点―」安江明夫（国立国会図書館顧
問）
「アチェ文化財復興支援室の活動について」青山　亨 （本学教授）
第２セッション　テーマ「アジアにおけるアーカイブズの構築」
「失われた宝石の再発見―ミャンマー貝葉文書、折畳み写本の収集と保存
―」ウー・トーカウン（U THAW KAUNG, ミャンマー大学中央図書館元館長、
福岡アジア文化賞2005年度学術賞受賞者）
「モンゴルにおける文書館の建設と発展」デンベレル・ウルズィーバータル
（Demberel ULZIIBAATAR, モンゴル国家文書管理局長）
第3セッション　パネルディスカッション
テーマ「デジタル化資料はオリジナル資料をこえられるか」
座長：臼井佐知子（本学教授）
第4セッション　テーマ「伝統的図書館とデジタル図書館」
「トルコの文化および歴史に関する文字史料を図書館で利用するという問題」イ
スケンデル・パラ（Iskender PALA, イスタンブル文化大学教授）
「テトワンの私的図書館が持つ文化的財産―ダーウード図書館を例として」ハ
スナー・ダーウード（Hasna DAOUD, モロッコ・ダーウード図書館館長）
「C-DATS・電子図書館プロジェクト― Dilinsにおける史資料の多言語目録構
築とデジタル化を中心に」加藤さつき（本学附属図書館情報図書館課情報サー
ビス係長）
第5セッション　テーマ「オーラル・アーカイヴの可能性」
「バングラデシュ解放戦争史研究とオーラル資料の役割」シュクマル・ビッシャ
ス（Sukumar BISWAS, バングラデシュ解放戦争研究センター編集主幹）
「南スラウェシにおける日本占領―インドネシアにおけるオーラル・ヒスト
リー研究―」A・ラシド・アスバ（A. RASYID Asba, インドネシア・ハサヌ
ディン大学地域多元文化研究センター長）
第6セッション　総括討論
2007年1月18日 在地固有文書班 第40回研究会
「19世紀中部ビルマにおける土地境界紛争とその調停」斎藤照子（本学教授）
2007年1月23日 オーラル・アーカイヴ班 第16回研究会
「ノースカロライナ大学SOHP（Southern Oral History Projecy）について」
佐々木孝弘（本学教授）
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史資料総括班
在地固有文書班
印刷媒体資料班
オーラル・アーカイヴ班
21 世紀地域文化研究班
電子図書館プロジェクト
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史資料総括班
2006年度後期　会議報告
日時 場所 活動内容
2006年11月1日 301拠点本部 議題
1. 国際会議の内容と日程の確認
2. 予算の執行状況について
3. 出版事業の現状
4. その他（拠点HP）
2006年12月13日 301拠点本部 議題
1. 国際会議の細部打ち合わせ
2. その他
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　今年度は、拠点事業の最終年度にあたる。2006年10月以降、史資料総括班は、事業の取り纏
めを目指して、次のような活動を展開した。
総括班会議
　別表の通り総括班会議を開催した。12月の国際会議の準備にあわせて、開催日程を定例開催
日に倣うことなく変更した。
拠点主催の国際会議
　2006年12月16日（土）～ 17日（日）の二日間、拠点事業を総括するために国際会議「アジ
ア・アフリカ史資料学の現在と地域文化研究」を開催した。ここには、協働事業を展開してきた
研究機関のなかより、トルコ、バングラデシュ、ミャンマー、インドネシア、モンゴル、モロッ
コ（事情によりぺーパー代読）の担当者をお招きし、報告をお願いした。二日にわたり開催された会議
には、常時、50名以上の聴衆が参加し、成功裏に終了した。会議の具体的報告については、本
誌今号を参照されたい。
知的財産権に関わる学習活動
　拠点事務局の出版事務担当者を2006年12月14日に、千葉県で開催された教育著作権セミナー
II（主催：独立法人メディア教育開発センター）に派遣した。研修の成果は、拠点本部の学習会で報告され
た。
地域研究コンソーシアムにおける活動
　2006年10月3日京都で開催された地域研究コンソーシアム「情報資源共有化研究会」と「地
域情報学研究会」の合同研究集会「アフロ・アジアの多元的情報資源の共有化を通じた地域研究
の新たな展開」に、拠点リーダーの藤井毅とアドヴァイザーの松本脩作が参加した。松本は、「イ
ンド研究邦文史資料の状況：明治以降刊行の社会科学・人文科学分野文献」と題する報告を行っ
た。この研究会には、日本学術振興会外国人招聘研究者（短期）として本学で研究中であったシ
カゴ大学南アジア地域センター長・南アジア書誌学者のジェームズ・ナイ氏も同行し、あわせて
「アメリカにおける史資料保存事業の進展：最新の成果と今後の課題」と題する報告を行った。
　2006年11月26日には、地域研究コンソーシアムの年次集会連携シンポジウムが、キャンパス
イノヴェーションセンター（東京都港区）で開催され、拠点リーダーの藤井が、「21世紀COE「史
資料ハブ地域文化研究拠点」の活動経験より」と題する報告を行った。
日本学術会議研究会での報告
　2007年3月2日に開催された日本学術会議地域研究委員会主催・地域研究学会連絡協議会、地
域研究コンソーシアム共催のシンポジウム「地域研究の最前線：知の創成」に拠点リーダーの藤
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井が出席し、「アジア地域研究：史資料基盤構築の課題」と題する報告を行うとともに、研究会
会場において拠点事業の成果物の展示を行った。
出版事業
　本誌前号刊行後、10冊の報告書を刊行した。これで、拠点の出版事業は、終了するが、刊行
総点数は、報告書26点、ジャーナル9号となる。2007年4月以降は、拠点が構築したデジタル
アーカイヴズDilinsにおいて、Web版報告書の刊行を始める。現在のところ、在地固有文書班
の報告書1冊、印刷媒体班の報告書2冊の掲上が予定されている。なお、拠点刊行物の一覧は、
本誌の最終頁に掲載されている。
史資料保存共有事業
　国内においては、拠点アドヴァイザーの松本脩作により、「日印協会」関連資料の保存共有事
業が推進され、同協会事務局が保管する内部文書の整理とマイクロフォーム化が完了した。具体
的な報告は、本誌8号に掲載されている。
　拠点事業で収集した図書については、Dilinsに最新データが掲載されている。雑誌については、
本誌8号、マイクロフォームについては、本誌今号に統括研究支援者の足立享祐による報告が掲
載されている。
電子図書館・アーカイヴズ
　今年度は、著作権が切れている貴重書（第3四半期までで14点）をデジタル化して掲上することに
なった。なお、拠点事業終了後、Dilinsは、附属図書館に正式に移管されることが決定している。
貴重図書展
　附属図書館と連携して、「17～ 19世紀における西洋と非西洋世界との出会い：21世紀COE
「史資料ハブ地域文化研究拠点」貴重図書展」を2006年10月30日～ 11月24日にかけて開催し、
拠点事業で収集した貴重図書の展示を行った。
スタディー・ツアー
　地域研究コンソーシアム「情報資源共有化研究会」の活動の一環として、今年度も同研究会主
催のスタディー・ツアー（2006年11月１日～ 10日）に総括班のメンバーでもある附属図書館2名を派
遣した。出張報告は、本誌に掲載されている。
若手研究者助成
　博士後期課程在籍者8名に研究助成金を支給した。その研究活動報告は、本誌に今号に掲載さ
れている。助成金受給者の研究報告会は、2007年2月15日に開催された。
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在地固有文書班
1.アジア各地における史資料保存共有事業
インドネシア事業（担当：菅原由美）
・ミナンカバウ事業
　写本カタログが出版され、執筆者及び国内外の大学・研究機関、研究者に郵送された。同カタ
ログに採録されている一部の写本の写真がデジタル化され、DVDに焼き付けられた。DVD自体
の目録は現在作成中である。今後残される課題としては、①DVDの閲覧方法、②撮影された写
本のデータベースの作成とウェブ上での公開（写本の写真の公開を含める）が考えられる。
・パレンバン事業
　写本のデジタル写真を焼き付けたCDの目録を現在作成中。残された課題は、上記ミナンカバ
ウ事業と同様。また、すでに出版されてから時間がかなり経過しているパレンバンの写本カタロ
グは、インドネシア側からの増刷の希望が多く、今後どのようにその希望に応えていくかも課題
の一つ。
・アチェ事業
　写本カタログが完成。執筆者及び国内外の大学・研究機関、研究者に郵送希望。
中国事業（担当：臼井佐知子）
1）文書史料のデジタル化
　8月に訪中した際、中国の関係機関および個人の収蔵する文書史料のデジタル化について打診
したが、今年度は最終年度であり、処理を急ぐため時間に無理があることから、臼井佐知子収蔵
の「徽州文書」の一部のデジタル化を行うこととした。第三四半期にデジタル化をしたものは以
下の文書である。
①　歙県程氏文書の簿冊
②　汪氏の散件と簿冊
③　祁門県汪氏の散件
④　祁門方氏の簿冊の一部
　なお、2005年度までにデジタル化した文書史料の目録化は今年度継続して作業を進める。
2）「中国文書研究会」の開催
　第三四半期には、前期につづいて本郷サテライトにおいて、「中国文書研究会」を行った。
日時は以下の如くである。
10月10日（火）17:30～ 20:00
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11月  7日（火）17:30～ 20:00
　また、以下の研究会を予定している。
12月19日（火）17:30～ 20:00、 1月16日（火）17:30～ 20:00、
 2月20日（火） 17:30～ 20:00、  3月13日（火）17:30～ 20:00、
　研究会は王鈺欣等主編『徽州千年契約文書』（花山文藝出版社）に掲載されている「徽州文書」を
読み進めることを内容とし、参加者は第一・第二四半期と変更はない。
モンゴル事業（担当：二木博史）
　モンゴル国家文書管理局との合意にもとづき、モンゴル国立中央文書館所蔵の清代文書のう
ち、フレー弁事大臣衙門文書（M1フォンド）のデジタル化と目録化をすすめている。本年度（2006
年度）は、前半の計画は予定どおり遂行され、CD-Rのかたちで約1350コマ分の文書を、本学が
共有することになったが、後半予定されていた部分については、残念ながら、作業のおくれのた
め、結果的にCDの作成にいたらなかった。
　5年間のモンゴル事業では、2003年にオラーンバータルで文書史料研究の国際シンポジウムを
モンゴル国家文書管理局と共催し、世界のモンゴル研究者に文書研究の情報交換の場を提供でき
たことは、ひとつの成果であるし、モンゴル国立中央文書館所蔵史料のデジタル化、共有も、モ
ンゴルでの文書史料へのアクセスの困難さをかんがえると、おおきな前進だと評価しうる。
　出版物としては、前記のシンポジウムの記録のほかに、本学図書館所蔵の地図史料を刊行した。
モンゴル古地図は、本学の電子図書館Dilinsにも登録、公開され、ウェッブ上で、さまざまな検
索が可能になったのも、特記すべき成果である。
日本事業（担当：吉田ゆり子）
　千葉県富津市湊川河口に位置し、17世紀初期から明治5（1872）年まで置かれた湊十分役所
文書に関わる文書（菱田家文書）を整理・保存し、このうち湊十分役所の公用日記17冊（文化12年
［1815］～明治5年［1872］）のうち、8冊について翻刻した史料を『湊十分所日記―上総国湊川十分
一改役所文書―』として出版した。
カンボジア事業（担当：寺内こずえ）
　2006年度のマイクロフィルム撮影の対象として、1947年から48年にかけての国民会議の議事
録、約27,700ページを予定していた。しかし、協力先のカンボジア国立公文書館から、この文
書資料の状態が極めて悪く、マイクロフィルム撮影用に広げるだけで、破損してしまうような状
況にあることが、知らされた。他に撮影可能な、文書資料が存在しないと言うことで、残念なが
ら、今年度のマイクロフィルム撮影による保存事業は断念することになった。
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ビルマ事業（担当：斎藤照子＋Thu Nandar）
　2006年度には、以下の文書資料および稀こう本を対象にマイクロフィルム撮影、デジタル化
を行なった。これらの成果は受領済みである。
1）シャン語文書
　ビルマのシャン地方におけるシャン語による文書資料について2006年度はじめてマイクロ
フィルム撮影による保存事業を開始した。対象となった文書は、シャン史とシャン文書の研究者
であるウー・サイカンモン氏がシャン州の僧院、旧家より借り出しているものであり、近い将来
元来の所蔵者の下に返却するという。膨大な資料群のうち、シャン慣習法、シャン語による法輪
書、シャン地方史に関する巻紙文書と折畳み写本を撮影、マイクロフィルム4巻を作成した。
2）ウー・ボーティの僧院図書館の貝葉文書、折畳み写本
　モン族の故地、タトン地方に篤志家ウー・ボーティが寄贈建設した僧院図書館に所蔵される貝
葉文書と折畳み写本から、歴史、仏教経典、慣習法、宮廷劇の内容を選んで、マイクロフィルム
3巻を作成。
3）Dr. Hla Pe所蔵の稀こう本コレクション
　著名な歴史家、作家であるフラペー博士がロンドン大学東洋学研究所に在任中に収集した19
－20世紀に出版されたビルマ関係書籍は、初版本を多く含んだ貴重なコレクションだが、博士
の在所であるモーラミャインの高温多湿の気候の中、保存状況が悪く劣化が進んでいる。これら
の稀こう本、折畳み写本、碑文（墨文）を、マイクロフィルム１１巻に納めると同時にデジタル
化を行なった。
4）出版
　2006年1月1４ -15日にヤンゴンで開催した（ミャンマー宗教省と共催）国際文書シンポジウムに寄
せられた論文を取りまとめ、以下の形で出版した。
　Saito Teruko & U Thaw Kaung eds., Enriching the Past: Preservation, Conservation and Study 
of Myanmar Manuscripts, Tokyo University of Foreign Studies, C-DATS, Oct. 2006, 183p.
ベトナム事業　（担当：新江利彦）
　17世紀末～ 19世紀半ばにかけてのベトナム少数民族地域に関する極めて貴重な史料群―フラ
ンス共和国パリ・アジア協会所蔵のパーンドゥランガ -チャンパー王家文書（以下、チャム王家文書と
称す）は、漢籍チャム写本とチャム文字チャム写本の二種類の写本群から成る。東京外国語大学
史資料ハブ地域文化研究拠点とフランス極東学院の協力事業である「パーンドゥランガ・チャン
パー王家文書デジタル化並びに目録作成事業」計画は、2006年4月より以下の4つの作業を実施
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した。
1. 漢籍チャム写本のデジタル化
2. 漢籍チャム写本目録の作成
3. チャム文字チャム写本のデジタル化
　本稿ではこれらの作業について簡単に紹介したい。
1. 漢籍チャム写本のデジタル化について
　2006年10月までに、本事業は、400dpiの JPEG方式により漢籍チャム写本800葉を491枚の
デジタル写真に収録した。文字及び刻印などの重要な内容を誤って消去しないよう最大限の留意
を払ってデジタル写真の修復作業を行い、資料の解読を容易にした。また、同じく、デジタル写
真のカラーリングを行い、資料の解読を容易にした。
2. 漢籍チャム写本目録の作成
　チャム王家文書中の漢籍チャム写本（約800頁）は94ファイルに分類される。資料は基本的に漢
文であるが、チュノム（字喃、ベトナム製漢字）及びチャム文字資料が混じる。
　漢籍チャム写本目録は1984年にソルボンヌ大学インドシナ半島歴史文化センター（CHCPI）に
よって着手されたが、欠落が多く、年代やフエ朝廷がチャム王及び家臣団に与えた官職名等に誤
りがあり、今回作成した目録はこれを全面的に改訂したものである。
3. チャム文字チャム写本のデジタル化
　2006年10月までに、我々は、400dpiの JPEG方式により漢籍チャム写本1872葉を13枚の
CD-ROMに収録した。
　上記3作業の成果物は2006年11月に本COEに到着しており、当該問題に関心を持つ全ての研
究者に提供されるものである。
2. 研究会活動
第38回研究会　2006年10月26日（木）
　発表者：二木博史 氏（本学教授）
　発表題目： 「チベット人活仏がモンゴル国王として即位するための条件― 19世紀すえのモン
ゴル語文書史料の分析―」
　本研究会においては、ムルレグツェグ事件（1890，91年）に関わる文書史料の分析をとおして、
チベット人活仏ジェプツンダンバ・ホトクト8世が、そのカリスマ性をたかめ、のちに（1911年）
国王として即位するための条件を獲得したプロセスについて、報告された。
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　まず、問題の所在として、弱体化した清帝国は、義和団事件後に「新政」を実施するが、モン
ゴル地域に対する新政策は、間接統治から直接統治への移行のかたちをとったため、モンゴル人
は清からの離脱、独立を志向しはじめること、しかし、独立のための準備はすでに、1890年代
にはじまっていたとみることが可能で、ジェプツンダンバ・ホトグトのイニシャティブは、特に
注目されること、が説明された。具体的には、a.チベット出身のジェプツンダンバ・ホトクト8
世アグワーン＝ロブサン＝チョイジ＝ニャム＝ダンザン＝ワンチグ＝バルサンボー（ngag dbang blo 
bzang chos kyi nyi ma bstan ’dzin dbang phyug dpal bzang po, 1869～ 1924）は、なぜモンゴル国王ボグド・ハー
ン（在位1911～ 1924）として即位しえたか？　単にその宗教的権威だけで説明が可能か？べつのど
のような要素が作用したか？　b.「民主化」後のモンゴルにおける“歴史のみなおし”のなかで
の、ジェプツンダンバ・ホトクトの再評価をどのように解釈するか？　c.これまで十分に利用さ
れていない文書史料の分析から何がわかるか？　の3点が指摘された。
　次に、先行研究の紹介がなされ、ジェプツンダンバ・ホトクト1世から8世までの流れ、及び
ムルレグツェグ事件について説明された。
　ムルレグツェグ事件とは、1890年6月にジェプツンダンバ・ホトグト8世の側近のわかい僧ソ
イボン（soyibon < Tib. gsol dpon）・ムルレグツェグが逮捕され、最初は東部辺境の、郡王ドルジパラ
ム（1884年に任命、のちにヘルレン・バルス・ホト盟の盟長）の領地（セツェン・ハン・アイマグ中右旗、現在のハル
ハ・ゴル郡）に流刑処分になり、その後さらにジャムスランジャブ公（在位、1876～ 1891）の支配地域
（同アイマグ左翼前旗）にうつされ、ひそかに処刑（？）された（1891年6月）事件である。このプロセス
で、8世と東部地方の実力者ドルジパラム王のあいだに対立が生じ、8世は自己の行動の正当性
をうったえた書簡を何度も全国の領主、将軍におくったことが説明された。そして、そこには
ジェプツンダンバ・ホトグト1世、2世の転生者である8世の“黄金氏族”への帰属意識がみら
れることが指摘された。
　最後に、結論として以下が指摘された。①清朝の弱体化、ロシアの影響力の拡大という背景の
なかで、ジェプツンダンバ8世は、聖俗の権威をあわせもつ存在として、自己をアピールし、汎
モンゴル的国家としての新モンゴル王国の求心力になりうる権威としての「チンギスの血統」を
再利用した。　②また、各地の領主にたいしておくったおおくの書簡を通じて、直接、自分のこ
とばではたらきかけ、その権威をたかめた。　③これらの書簡は、公文書を伝達する公的ルート
でおくられたが、これ以外に活仏の「教書」とされる、「末世思想」と関連のある、おおくは漢
人を敵視する内容の文章が、かきうつされてひろがり、これらも活仏のカリスマ性をたかめるの
に重要な役割をはたした。　④内モンゴル東部で同時期におこった漢人宗教結社「金丹道」によ
るモンゴル人攻撃（1891年すえ）をもかんがえあわせると、このころから、モンゴル近代史はひと
つの転換期にはいったとみることができる。
　以上の報告後、ジェプツンダンバ・ホトクト8世の具体的な権力や「教書」に関する質問が出
される等、多くの質疑応答が行われ、活発な議論が交わされた。
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第39回研究会　2006年11月30日（木）
　発表者：臼井佐知子 氏（本学教授）
　発表題目：「裁判文書を通してみた徽州社会の一側面」
　本研究会においては、徽州文書のうち、特に裁判関係文書の分析を通してみた清代における徽
州社会の一側面について報告された。
　まず、①徽州文書を通してみた宋・明時代の紛争処理について、②『畏斎日記』、『西関石壩安
巻』を資料とした徽州の紛争と訴訟について、③訴訟が行われてから判決に至るまでの裁判に関
わる文書について、④清代において、裁判がどのように行われたかそのシステム、私的制裁、民
事的補法源などについて、また中国の裁判の調停的性格を重視するもの、⑤中国の裁判には調停
的要素は認められないとするもの、⑥徽州の佃僕、女性と訴訟、という6つの観点から、いくつ
かの研究を紹介、解説された。
　次に、中国における紛争・犯罪処理について、①紛争・犯罪を処理する方法として、民間の調
停による処理と官による裁判があること、②刑事事件と民事事件、について説明された。また、
紛争・犯罪処理関係文書については、①宗族など民間の調停による処理に関する文書、②裁判関
係文書、の2つが挙げられた。
　特に、「淡新档案」、「太湖廳文書」には一案件の裁判関係文書がすべて整っているのに対し、「徽
州文書」における裁判関係文書は少ないことが指摘された。例えば、『徽州千年契約文書』清・
民国編に収録されている裁判関係文書のうち、一案件の「巻宗」といえるものは7件に過ぎない。
また、状紙、批文など一案件の「巻宗」の一部といえるものも十数件に過ぎない。さらに、『徽
州千年契約文書』以外の徽州文書においても、裁判関係の文書は訴状の下書きが多い。他方、裁
判関係文書以外の紛争処理の結果以外の「甘結」や「合同」、予想される紛争予防のための「合
同」などは比較的多く見られることが指摘された。そして、その背景として、①「淡新档案」、
「太湖廳文書」は官によって保管されていたものであるが、「徽州文書」は民間によって保管され
ていたものがほとんどであること、②新たに多くの移住者を迎えた台湾社会と宗族関係が社会の
基層を形成している徽州社会という社会の差異、の2点が指摘された。ただし、②の要因につい
ては、太湖廳は前者に分類されないためさらなる検討の余地があるとして保留された。
　最後に、以下のような3種類の裁判関係文書を挙げ、①康煕12年祁門李夢鯉等の訴訟による
事件に関する文書から、「主僕の分」に関する争い以外の訴訟において、佃僕はどのように事件
や裁判に関わっているかについて、②康煕12年休寧県胡的等の訴訟による事件に関する文書か
ら、女性はどのように事件や裁判に関わっているかについて、③光緒24年績渓県張觀慶等の訴
訟による事件に関する文書から、未亡人の女性が被害に遭ったとき、亡夫の一族はどのように対
処するかについて、という分析を通して徽州社会の一側面が提示された。
　以上の報告後、ベトナムにおける裁判との比較という観点からの質問が出される等、多くの質
疑応答が行われ、活発な議論が交わされた。
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第40回研究会　2007年1月18日（木）
　発表者：斎藤照子 氏（本学教授）
　発表題目：「19世紀中部ビルマにおける土地境界紛争とその調停」
　本研究会においては、折畳み写本（パラバイッ）の中の訴訟関連文書を史料とし、19世紀中部ビ
ルマにおける土地境界紛争とその調停について、具体的な事例を挙げて報告された。
　第一に、折畳み写本（パラバイッ）の中の訴訟関連文書の特徴について、①慣習法典（ダンマタッ）
からは見えない、地方社会における裁判、訴訟、解決の実態が示されること、②パラバイッは、
帳面、備忘録、雑記帳のような使われ方をしており、1冊のパラバイッの中に記載されている内
容は多様であるが、断片的記述が多いこと、③手書きであることや地方限定慣用句が用いられて
いることのほか、普及版のパラバイッ（黒色パラバイッ）の文字は、ソープストーンによって書かれ
ているため、摩擦や水に極めて弱く、判読上の困難が生じること、④オリジナルな場所から移動
していることが多く、記録が書かれた背景を知ることが極めて困難であること、の4点が指摘さ
れた。また、折畳み写本の中での訴訟文書の出現頻度について、訴訟とはっきりわかるタイトル
以外にもテッガイッ一般分類の中に訴訟関連文書を含むことがありうるため正確な数字は不明、
としながらも、質入、売却などの契約文書の十～数十枚のうち1枚訴訟関連文書が出てくるよう
な印象を受けること、が説明された。その訴訟関連文書（コンバウン時代における地方の折畳み写本）の
内容としては、土地関連訴訟が最多であり、その他に、離婚訴訟、親の借金の負担をめぐる相続
人の間の争い、などが挙げられた。そして、土地をめぐる紛争ついては、①土地をめぐる権利関
係の複雑化を背景とした農地の帰属をめぐる訴訟、②村落対村落、あるいはミョ対ミョによる領
地の境界争い、の2つに分類して説明された。
　第二に、本題となる村落境界紛争とその調停について、まず、東南アジア近世社会と領域・境
界に関する議論について説明された。そして、それらの議論を踏まえたうえでの課題として、コ
ンバウン時代（1752－1885）後期に上ビルマの村と村との間に起こった領域紛争の事例を取り上げ、
①村落のレベルでの境界について、②境界をめぐる争いが起こったときの解決法、すなわち秩序
を回復するどのようなシステムが地域社会に存在していたかという問題、③新たな境界をめぐる
意識を地方社会が共有するためにとられた方法、について考察すべきことが指摘された。
　第三に、具体的な事例として、タウンジャー村・村長（ドゥインゼーヤボゥ）対イーンサダー村・
村長（ガ・サンニェイン）の紛争、タウンミョ村・村長（ドゥインイェーティン）対タウンジャー村・村長
（ドゥインゼーヤボゥ）の紛争、の2つを取り上げ、これらの事例に見る村の境界、領域と紛争の解決
とについて、詳しく説明された。まず、村の境界、領域については、シッターンに見られるよう
に、川や池や樹木のような自然物、あるいは特定の個人の田畑や他の騎兵隊の土地などとの接点
が標識として意識され、記録されているが、それらの標識を結ぶ線（境界線）は日常的には把握さ
れていない。具体的なある特定の地点において複数の村の利害の衝突が生じてはじめて、その帰
属を定めるため線引きの必要が浮上する。しかし、こうした境界線はそもそも存在していないし、
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シッターンも四方八方の標識を記すのみで、解答を与えることができない、と説明された。次に、
紛争の解決については、①シッターンの参照について、②茶を交わして食すことの意味、③事例
2に見る裁判官（判事）の紛争当事者による選定と同意、④当事者以外の参加、立会人の意味、⑤
事例2に見る立会人としてのdaga、の5点にまとめて説明された。
　以上の報告後、日本の村社会における紛争解決との比較、明清代の中国における土地紛争の争
点との比較、ベトナムにおける村落記録簿との比較、など多くの観点から比較して議論された。
また、村長の選出方法やイスラム圏における慣習法の位置づけとの差異、などについて活発な議
論が交わされた。
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印刷媒体資料班
2006年７月以降の活動報告
I. 研究会
7月28日
　合田昌史氏（甲南大学教授）「マゼラン遠征（1519～ 22）にみる異文化間コミュニケーション」
　本報告は、初の世界周航をなしたマゼラン遠征に題材を求め、異文化間交渉の実態に接近しよ
うという試みである。
　大航海時代における西洋の内向きの言説としては「発見」と「占有」がよく知られている。
P.Seed（1995）は、新大陸における占有は西欧の歴史的個性を反映した多様な儀礼であって、イ
ギリスは「囲込」、フランスは「行進」、スペインは「宣言」、ポルトガルは「緯度」、オランダは
「地図」を用いたとみている。なかでもスペインの宣言とは1513年ロペス・デ・パラシオス・ル
ビオスが定式化した「投降勧告状（requerimiento）」を読みあげることである、という。このほかに
重要な言説として「分界」Demarcacion;Demarcaçãoがあげられる。これはスペイン（カスティー
リャ）とポルトガルが締結したトルデシリャス条約（1494.6）にあらわれた言葉で、非キリスト教
世界における発見と征服の領域をあらかじめ２国間で分割するという、いわば地政学的な言説で
ある。
　スペイン国王の元で航海したポルトガル人マゼランは以上のような言説、とりわけ分界を軸と
して西回りアジア航海を企画したが、遠征の実態においては武威を背景に現地権力と修好をは
かり通商関係を確立しようとした。マゼランらが交渉した東南アジア側の史料はきわめて乏しい。
したがって、問題は、交渉の実態に接近する場合、内向きの閉じた言説を多く含んだ西洋の史料
をどのように扱うか、という点にある。
　近世のインド洋・東南アジア島嶼における西洋人の異文化間交流に関して、近年の研究動向
は西洋の史料を広範な文脈の中に置き直す視点を示している。W.H.Scott（1992）は、イベリア半
島のラテン化したムスリムが数世紀を経て地中海・中東から東南アジアまで流れ、前マゼラン
期にすでに通訳などの役割によって「地中海コネクション」を形成していた、という。J.Aubin
（1993）は西アジア・インド洋における交流の媒体として西洋の砲術に注目している。また、
S.Subrahmanyam（1993）は、傭兵あるいは「変節者」arrenegadosとして現地権力に仕えていた
インド領のポルトガル人の姿を描いている。
　以上のような研究をふまえながら、報告者はふたつの局面におけるマゼラン隊の交渉をとりあ
げた。ひとつは太平洋横断後、初の本格交渉をしたフィリピン中部ビサヤ諸島、もうひとつはマ
ゼラン死後のモルッカ諸島（現インドネシア・マルク）においてである。
　ビサヤ諸島における交渉はマゼラン隊員ピガフェッタなどのスペイン側の史料を中心に考古学
的知見で補足するよりない。ここではマレー語を話すマゼラン所有の奴隷の存在が重要であった。
史資料ハブ／活動報告
236
1521.4.9.～ 4.10.総司令マゼランはビサヤにおける交易センター・セブの領主ラジャ・フマボン
と修好と交易の儀礼をかわし、4.14.フマボンとその妻女・廷臣以下、初日だけで500人、8日以
内で全島民と一部の近隣住民が改宗した。スペイン側の史料は自発的改宗を強調するが、前後の
文脈から判断すると、恫喝的な軍人・宣教師としてのマゼラン像が浮かび上がる。この間マゼラ
ンはキリスト教徒になるようにという「勧告（exortamento）」をフマボンに与え、フマボンから「完
全に服従」するという回答を得た。この「勧告」はおそらく「投降勧告状（requerimiento）」の類で
あろう。
　伝説の黄金島にゆきついたという達成感とセブ近隣諸島の総督となる夢、分界の子午線から東
と西へ漸進するふたつの（つまりポルトガルとスペインの）フロンティアの邂逅が間近に迫ったとの認識、
マゼラン隊殲滅をはかるポルトガル艦隊の接近や航海中に大物縁者・反乱者を処罰したことから
の焦り、武力の落差と短期間で多数の改宗者をえたことからの傲り、友人セランからの情報で知
るモルッカ諸島との差異の認識（モルッカはイスラム、ビサヤは非イスラム）などから、マゼランはさら
に強圧的な第2段階の勧告に踏み出し、隣のマクタン島で戦死した。
　マゼラン死後のモルッカ諸島における交渉は、先着したポルトガルの史料とわずかながらも現
存するアラビア文字で表記されたマレー語史料とをつきあわせることで、より実態に近づくこと
が可能である。ポルトガルの史料で重要なのは『マルコ諸島誌（1544頃）』・『モルッカ問題供述調
書（1523/8）』、スペインの史料で重要なのは『モルッカ修好録［マルコ諸島の諸国王と結ばれた和約と修好
の記録］（1521/9～ 12）』・『モルッカ占有調書（1524/5,1527/8）』）である。W.H.Scottのいう「地中海コ
ネクション」の存在が確認された。なかでも『モルッカ修好録）』はモロ（イスラム）の権力者を
「友」として遇するスペイン側の姿勢と外交的等価交換を強調している。つまり、残存スペイン
隊はビサヤにおけるマゼランの強圧的な占有志向をあらため、修好と取引を優先させるべしと定
めた国王訓令（1519.5.8）の精神に立ちもどっていた。ただし、訓令で禁じられた火器の供与が記
述されていた。Aubinの指摘する西アジア・インド洋における西洋砲術の価値が交渉初期の東南
アジアでも確認された。
　報告後、「接続された歴史」観からの指摘や、訓令・分界の外交的・言説的含みについての質
問などをいただき、有益な知見をうることができた。報告会に参加された皆さんに感謝申し上げ
ます。
II. 海外調査
1.  スペイン、モロッコでの史資料調査およびダーウード図書館（テトワン）との協定締結交渉（7月1
日－16日、立石博高 /佐藤健太郎）
　　詳細については、スペイン・モロッコ出張報告（本誌253頁）に記載。
2.  トルコにおけるオスマン語定期刊行物史料デジタル化事業推進のための活動（9月6日－15日、新井
政美）
各班の活動報告
237
　イスタンブルのベヤズト国立図書館に移管された旧ハック・タールク・ウス図書館所蔵オスマ
ン語定期刊行物の整理・保存事業の成果を持ちかえることが主たる目的であった。
　2003年度の報告にも記したように、ハック・タールクからベヤズトへ移された際、利用者な
らびに保管者の立場からの配慮がほとんどまったくなされなかったため、このコレクションは、
定期刊行物が同一タイトルごとにまとめられていないのはもとより、図書と新聞・雑誌さえ分別
されていない、混乱の極みにあった。だが現在は、写真に見られるように、見事に整理がなされ、
数号しか刊行されなかった雑誌も含めて、おそらく本コレクションが出来上がってから初めて、
秩序だった状況に置かれるようになった。さらに、それら定期刊行物について、正確な目録が作
成され、これが先般イスタンブル市の予算で刊行された。こうした一連の作業には、トルコ国内
でも小さからぬ反響が起こり、今回筆者が調べただけでも、以下のような新聞、雑誌等に紹介さ
れていることがわかった。
Beşir Ayvazoğlu, “Hakkı Tarık Us Kütüphanesi,” Tercüman, 9 April, 2006.
M. Selim Gökçe, “Hakkı Tarık Us Kütüphanesi,” Türk Edebiyatı, No. 391, May, 2006.
Selahattin Öztürk, “Hakkı Tarık Us Kütüphanesi,” Hüseyin Türkmen （ed.）, Yazmalara 
Adanmış Bir Ömür: Nimet Bayraktar’a Armağan. İstanbul, 2006. 
　今後、カタログが普及するにつれて、反響はさらに広がると予測される。また、このカタロ
グはトルコ文化省のホームページ上でも公開され、広く研究者の便宜に供されることになった。
（http://www.yazmalar.gov.tr/）
　さて、今回の出張では、現場のPCの中に保存されていたデジタル情報を、カタログと対照し
ながら確認し、映像の不鮮明なもの、重複しているもの等をチェックして、外付けハードディス
クへコピーする作業を行なった。様々な事故が突発的に起こった上、撮影作業自体がまだ継続中
であるため、コレクションの全体が将来されるのはまだ先のことになるが、今回でデータの過半
は持ちかえることができたと思われる。今後はハード・ディスクからDVDへのコピーと整理と
を行なわねばならないが、なにより、ほとんど死滅しかけていた史料が再生され、複数のディス
ク中に保存されつつあるということで、そして、撮影済みのものから、すでに研究者にもデジタ
ル情報が提供され始めていることで、本事業は、その役割の大半を無事に終えたということがで
きるだろう。理解を示された関係各位に、この場を借りてあらためてお礼を申し上げたい。
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オーラル・アーカイヴ班
　2006年9月以降のオーラル・アーカイヴ班の活動
1. 提携事業（史資料共有保存事業）
　インドネシアのハサヌディン大学との協力事業（日本占領下の南スラウェシュに関するインタビュー記録
のデジタル化）の今年度の成果が届いた。あらたになされた未調査地でのインタビューをデジタル
化した音声資料のほか、インタビュー記録のトランスクリプションを製本化したもの5冊である。
後者は、12月16 ı17日に開催された総括班の国際シンポジウムのため来日したA・ラシド・ア
スバ氏（インドネシア・ハサヌディン大学地域多元文化研究センター長）が直接持参してくださったものである。
マカッサルでのインタビューを目録化したもの（インドネシア語）も最終年度の本年度中に刊行され
る。
　なおA・ラシド・アスバ氏はシンポジウム2日目午後のセッション（テーマ「オーラル・アーカイヴ
の可能性」）で本事業に関する報告（「南スラウェシにおける日本占領―インドネシアにおけるオーラル・ヒストリー
研究―」）をされている。また同セッションでは、同じく事業協力を行っていたバングラデシュ
解放戦争研究センター編集主幹のシュクマル・ビッシャス氏にも「バングラデシュ解放戦争史研
究とオーラル資料の役割」と題して報告された。
2. 研究会活動その他
（1）9月23日~24日に開催された日本オーラルヒストリー学会の第4回大会（本班との共催）の会場
校としての活動をおこなった。事前準備等、大学院生が率先しておこない、当日も積極的に大
会運営に関わった。23日午後にはシンポジウム「戦争・植民地期―オーラル・ヒストリーの
視点から」と研究実践交流会が開催され、24日には四つの部会に分かれて個別報告がなされた。
本班からの報告者は以下の通りである。両日とも多くの人々が参加し、活発な意見交換がなされ、
盛会であった。
河路由佳（本学外国語学部助教授）「1942年度・1943年度のタイ国招致学生事業による在日タ
イ国留学生―日本側文献と元留学生の語りの間」 第2分科会（植民地支配と史料論）
寺内こずえ（本学大学院博士後期課程、在カンボジア日本大使館調査員）「『壁のない牢獄』―クメー
ル・ルージュ時代を語る―」 第3分科会（個人の記憶 /ナショナルな記憶）
（2）10月5日、11月14日　班会議
　これまで班メンパーがおこなってきた調査（石井・サキャ両名―ネパール、今井―ベトナム、倉石―日本、
河路―タイ、張―中国）で得た音声史料のトランスクリプトを統一したフォーマットで製本化するこ
とを決定、どのような形で事業終了後に保存していくかについて話し合った（10月5日）。石井溥
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班員がモデルを作成し、11月14日に全員で確認した。
（3）12月初旬　　総括班主催の国際シンポジウムの際の映像展示（於　ガレリア）に、本班からは
ネパールでのPurna R Shakya氏による聞き取り調査の映像を提供することになり、その準備を
おこなった。
（4）12月18日　班主催講演会（於　小会議室2）
　講師　沈懐玉氏（台湾　中央研究院近代史研究所）「オーラル・アーカイヴの構築、応用と難点」
　台湾の中央研究院近代史研究所は早期からオーラル・ヒストリーに取組み、1980年代になる
と口述資料シリーズを次々と刊行してきた。2005年12月、野本と河路は同研究所を訪問し、事
業の概要について話しをうかがうとともに、口述資料叢書ほかを入手した。
　沈懐玉氏は長期にわたり、研究所において口述調査とその編集・刊行に携わってきた方である。
講演の内容は、聞き取り調査にあたっての事前準備の必要性やインタビュアーの心掛けるべき諸
点、収集資料の保管などに関するプラグマティックな議論から、研究所の事業の変遷（インタビュー
対象の広がりや具体的研究成果など）まで多岐にわたるものであり、きわめて興味深いものであった（当
日の講演内容は、本号に日本語に翻訳したものを掲載しているので参照されたい）。大学院生も参加し、活発な質
議応答がおこなわれた。
（5）2007年1月23日　第16回定例研究会（於　海外事情研究所）
　講師　佐々木孝弘（本学教授）「ノースカロライナ大学SOHP（Southern Oral History Project）につい
て」
　報告者の研究テーマとSOHP Collectionの概要について詳しく説明していただいた。ノースカ
ロライナ大学は1973年以来、専任教員と大学院生が企画・問題設定して調査した2,500人にの
ぼるインタビュー記録を保存し、公開している。佐々木氏はこの音声記録及びそのトランスクリ
プトを活用し、農村居住者が都市に移住した場合の消費生活や生活時間の変化について、また家
族間の変化等について、文字史料としては残らない「語り」を通じて迫ろうとしている。研究内
容について参加者からさまざまな質問が出たほか、本班が収集したオーラル資料の公開という観
点から、同コレクションの状況について具体的にうかがうことができ、大いに参考になった。
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21世紀地域文化研究班
第 I分科会
2006年7月14日　　　研究叢書「グローバル化と奈落の夢」出版
　2005年度に行なった2つのシンポジウム「〈人間〉の戦場から―視角の地政学Ⅱ」「グローバル
化と奈落の夢」の記録を出版した。われわれの企画に賛同し、遠くから足を運んでくれたゲスト
たちに成果を共有してもらうとともに、われわれの活動を日本語圏の外へも発信するために、シ
ンポジウムとワークショップの記録を中心に一部を日英二ヶ国語で製作した。内容は以下のとお
り。
目次：
まえがき
1   〈人間〉の戦場から―視角の地政学・Ⅱ
1-1 趣旨説明　10
  ホックスタイン講演　14
  栗田禎子講演　26
  岡真理講演　34
  ディスカッション　42
1-2 世界化の闇に介入する　中山智香子　59
2　グローバル化と奈落の夢
2-1-1 企画趣旨　74
2-1-2 討論会 :『ダーウィンの悪夢』をめぐって　75
2-1-3 山形映画祭での『ダーウィンの悪夢』浅川志保　94
2-1-4 『ダーウィンの悪夢』のその後　西谷修　98
2-2-1 ラウンドテーブル提題　103
2-2-2 ラウンドテーブル：アフリカを問う　106
3　パースペクティヴ
3-1  アフリカによる証明―新たな奴隷制か、真のグローバル化か？　増田一夫　
136
3-2 ネオ･リベラルな統治とまなざしの政治　土佐弘之　146
3-3  人みなそれぞれの｢アフリカ｣を……、『ダーウィンの悪夢』から　西谷修　
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153
4　資料集
4-1 ホックスタイン写真展作品リスト　162
4-2 『ダーウィンの悪夢』シノプシス　172
4-3 フランスでの「論争」に対するザウパーの「応答」　175
あとがき
1 From a Battleﬁeld for Human Dignity
1-1 Conference and Discussion　182
  HOCKSTEIN Evelyn / KURITA Yoshiko / OKA Mari
  Chairmen: NISHITANI Osamu / NAKAYAMA Chikako 
1-2 Captions of the pictures by Hockstein  215
2 The Nightmare of Globalization
2-1 1st Day: Panel Discussion with SAUPER Hubert  220
2-2 2nd Day: Roundtable with SAUPER Hubert  235
  SAKURAI Hitoshi / HIOKI Kazuta / OMORI Atsuro (NHK)
  MAJIMA Ichiro / FUNADA-CLASSEN Sayaka (TUFS)
  Chairmen: NISHITANI Osamu / NAKAYAMA Chikako )
2-3 Synopsis of the ﬁlm  257
Proﬁle of Guests and Writers
2006年10月6日　連携講座＋国際協力講座　拡大特別セミナー
「9.11後　5年　　アフガニスタンは、今」
　9.11とそれに続く英米国のアフガン攻撃があってから今年で5年、イラク戦争とその後のイラ
ク泥沼化で後景に追いやられたアフガニスタンは今どうなっているのか。日本は国際的な復興
支援体制の中で最大の資金拠出国としての役割を担っているが、日本の公的な支援はどう実施さ
れているのか、そしてアフガニスタンの現状はどうなっているのか。「アフガニスタンの今」を2
つのセッションで検討した。
日時：2005.10.6（金）　15：00－18：10
会場：東京外国語大学研究講義棟１F〈102〉
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司会：西谷修　東京外国語大学
 14：50   開場
 15：00－16：25  第1セッション　「国際復興と日本」
    田邊隆一　アフガニスタン支援調整特命全権大使
    藤枝修子　 御茶ノ水女子大学　開発途上国女子教育協力セン
ター
    松島正明　元JICAアフガニスタン事務所長
    コメンテーター：阿部英樹　JICA
16：30－16：40  フォト・プロジェクション
    牧良太　　フリージャーナリスト
16：45－18：10  第2セッション　「アフガニスタンの現況」
    福元満治　ペシャワール会事務局長
    前田耕作　日本アフガニスタン協会
    八尾師誠　東京外国語大学
　第1セッションでは、田邊特命全権大使から、国際復興支援の枠組みとそのなかでの日本の役
割、およびその基本方針が資料とともに呈示され、ついで藤枝氏からは、日本の支援のひとつの
特徴ともされている女子教育支援の状況について具体的な報告があり、また実際の支援活動を束
ねる JICAの現地事務所長を務められた松島氏からは、カブール周辺の最近の状況や、JICAが
軸となっている援助実務についての報告があった。これに、コーディネーターの阿部氏から的確
な問題点の指摘と質問がなされ、報告が補足された。
　このいわゆる公的枠組みと絡みながらも、それとは別の援助の実際もある。第2セッションで
はそのいくつかのトピックとして、援助の現場に関わる方々からアフガニスタンの現況について
報告していただいた。まず、20年以上にわたってパキスタンのペシャワールを拠点にアフガニ
スタンの医療援助を行っているペシャワール会（中村哲代表）から、福元氏にペシャワール会の活
動とここ2、3年の現地の状況について報告していただいた。ついで、日本の支援の踵でもあっ
た武装解除に関わった本学の伊勢崎氏から、最近ととみに混迷が深まったアフガニスタンの治安
状況とその問題点について、生々しい報告があった。最後に、本学が関わる文化財保護事業を担
当している八尾師氏から、事業遂行の現状と問題点について報告があった。
　なお、これに加えて、インターセッションとして本学大学院生でアフガニスタン取材の経験が
長い牧良太氏が、フォト・プロジェクションを解説を交えて行った。
　悪天候だったにもかかわらず、学内外から多数の人びとが来場し（100余名）、日本の公的援助
の状況、そして9・11後5年のアフガニスタンの現況についての講演に熱心に耳を傾け、関心の
広さをうかがわせた。
史資料ハブ／活動報告
244
2006年10月30日　報告集「9.11後　5年　　アフガニスタンは、今」発行
　10月に行った上記イベントの報告集をまとめて刊行した。セミナーのすべての講演を図版と
写真入りで収録し、巻末に配布資料と参考資料とを付した。
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第 II分科会［平成18年度（2006年度）8－12月活動報告］
①国内研究：
・ 事業担当者の井尻秀憲は、2004年に本班の考究課題の中間報告として『21世紀世
界論』を本COE研究叢書として編集出版したが、本班の考究課題の概念化のために、
2004年に行った「米国地域研究の過去・現在・未来」に関する米国サンディエゴのチャ
ルマーズ・ジョンソン博士とのインタビューをふまえ、「21世紀地域文化研究」方法論
の問題を意識しつつ本年度定例研究会の司会とコメントを行い、「21世紀型」東アジア
の国際関係に関する一連の研究論文を執筆した。また、上記チャルマーズ・ジョンソン
教授とのインタビューは『史資料ハブ 地域文化研究』No.9に収録された。
・ 学内協力者の渡邊啓貴は、2004年にミラノに本部を置く「国際関係史学会」の国際会
議を本学で主催し、その報告集を本COE研究叢書として編集出版したが、「21世紀の
米欧亜関係」に関する研究成果として単著『ポスト帝国』（駿河台出版社）を出版したほか、
一連の研究論文を執筆した。
・ 学内協力者の澤田ゆかりは、「21世紀のグローバル化と社会の共生」（中国の出稼ぎ労働者と
社会保障政策）研究のために、中国の上海・香港での現地調査を行ってきたが、本年度は
上海社会科学院経済研究所との共催で、グローバル化にともなう出稼ぎ労働者とそれに
競合する定住先人口の「意識」に着目して「収奪型でない」アンケート調査を行い、下
記の定例研究会で報告するとともに、調査結果のとりまとめを行った。
・ 同じく学内協力者の若松邦弘は、本班の考究課題としてこれまで行ってきた「21世紀
世界論」の一環として、「21世紀型統治」としてのヨーロッパでの新しい福祉国家モデ
ルと国家・社会関係（政府と利益集団・NGO,　NPOとの関係）に関する研究を続け、下記の定
例会でその立場からコメントを行い、西立野園子は２１世紀の新しい主権・人権概念の
方向性を示す「自治と自決権」に関する報告を行ったほか、研究論文を執筆した。
②定例研究会：
・ 報告・澤田ゆかり「上海調査と21世紀地域文化研究の方向性」（2006年7月6日、18：30－
20：30、社会系列共同研究室）。
・ 報告・渡邊啓貴「安全保障分野でのグローバル・パートナーシップ」、報告・西立野園
子「マイノリティの自治と自決権」（2006年10月4日、18：30－20：30、社会系列共同研究室）。
③院生の研究活動：
・ 山崎直也（単位取得終了・国際教養大学助手）が「台湾の教育政策」に関する博士論文を執筆中。
・ 藤作健一がフランスのパリで「国際要因としてのEUと中国の政治経済体制の変容」に
ついて研究を続けている。
・ 窪田道夫が「労働力の国際移動に対応する医療政策」と題する論文を発表し、「中国の
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医療政策」に関する博士論文を執筆中。
・ 高岡創が「国際刑事裁判所の成立とNGOの役割」について、研究を続けている。
④本学での国際会議：
・ 本プロジェクトのまとめの国際会議が「アジア・アフリカ史資料学の現在と地域文化研
究」と題して本学で2006年12月16－17日に行われ、井尻秀憲がパネリストとして出
席した。
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Dilinsコンテンツの充実
　電子図書館プロジェクトでは、2003年12月18日より“Digital Library Network System for 
C-DATS”（略称Dilins）を公開している。
　2006年度は、以下のようなコンテンツの充実を図った。
1） Dilins登録15,000件を突破
・Dilinsへの史資料の登録件数が、2006年11月末の時点で15,000件を超えた。
2） 各種コンテンツの充実
・  在地固有文書班がミャンマーにてデジタル化を行った『コンバウン時代折畳み写本集
成』をDilinsに登録・公開。
・  附属図書館貴重書を含む12タイトル（15冊）の貴重資料について全文画像化を行い、
Dilinsに登録（2006年11月末現在、全文画像化された資料の総冊数は102冊）
・ 『史資料ハブ 地域文化研究』No.7を登録、全文検索が可能に
・ 多言語史資料検索登録統計（言語別、資料種別）を更新
・ 史資料受入統計の図書資料受入冊数ならびにマイクロフォーム受入点数の統計を更新
海外調査
1）2006年11月1日～ 10日
　地域研究コンソーシアム情報資源共有化研究会の主催する以下の海外調査（アメリカ合衆国）に、
附属図書館員2名を派遣した。
・ 図書館・情報関係諸機関における情報資源共有化の現状と課題についての調査
・  多メディア・多言語資料の収集、およびデ
ジタル技術を活用した公開についての調査
　＊ 訪 問 先：OCLC (Online Computer Library 
Center)，CRL (Center for Research Libraries)，
　　 シ カ ゴ 大 学 図 書 館，NARA (National 
Archives and Records Administration)，
　　CDL (California Digital Library)
電子図書館プロジェクト
［Collection of Para-baiks of the Konbaung period
= コンバウン時代折畳み写本集成・表示例］ 　
1874 Corronation ceremory. 
Myanmar,1236 [1874]
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出張報告
マレーシア／新江利彦
スペイン・モロッコ／立石博高／佐藤健太郎
中国／張延紅
インドネシア／青山亨／新井和広／菅原由美
モンゴル／二木博史
中国／臼井佐知子
ベトナム／今井昭夫
アメリカ合衆国／上田誠治／加藤さつき
韓国／楊善英
ミャンマー／斎藤照子
トルコ／新井政美
トルコ／西谷修
著作権セミナー報告／土屋知子
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マレーシア出張報告 本COEポストドクター研究員 新江利彦
はじめに
　本COE（中核的研究拠点）プログラムが進めるチャンパー王家文書保存共有プロジェクトの一環
として、COEポストドクター研究員新江利彦は下記の日程でマレーシアに出張し、フランス極
東学院クアラルンプール分院及びマラヤ大学文学 -社会科学部歴史学科を訪問、チャンパー王家
文書の収集・整理の現状、及びそれらの業務に携わる研究者の構成について調査した。
　期　間：第1回4/4～ 4/10、第2回5/9～ 5/13
　訪問先： Centre à Kuala Lumpur - EFEO (Ecole Français d’Extrême-Orient), Department of 
History - Faculty of Arts & Social Sciences - University of Malaya
1. チャンパー王家文書保存共有プロジェクト（Panduranga-Champa Royal Archives Project）
　チャンパー王家文書は、ベトナム中部沿海に栄えたチャンパー・パーンドゥランガ藩王国
（1694-1832、漢語：順城鎮、越語：Thuận Thành Trấn、チャム語：Negar Cam di Panrang）が管理していた土地や奴
隷などの財産をめぐる訴訟・判決・命令など行政文書の総称であり、マレー系のチャム人が、唐
墨・靭皮紙を用いて、マレー系のチャム語とインド系のチャム文字で作成した「チャム文チャム
写本」（竹筆使用）と、その漢語訳及びベトナム語訳である「漢籍チャム写本」（毛筆使用）の両種があ
る。チャンパー王家文書は、藩王国が1832年にベトナム阮朝の改土帰流政策で解体されてから
も、阮朝の民族分割統治政策により形式的に維持された女王の配偶者によってフランスのベトナ
ム中部征服（1870年代）まで作成が続けられ、その後は王国後背の中部高原チャンパー山塊に住む
山岳民族に管理が委ねられていたものを、1905年にフランスの考古学者パルマンチェと人類学
者デューランが発見し、パリに持ち帰ってパリ・アジア協会に寄贈したものである。
2. フランス極東学院クアラルンプール分院
　1900年に創立されたフランス極東学院は、フランス外務省直属の人文社会科学研究機関であり、
各国のパートナーとの間に18か所の分院を持つ。クアラルンプール分院のパートナーはマレー
シア連邦文化省文物局であって、マレーシア国立博物館の中に事務所を持つ。現在の分院長は
チャム人のポーダルマー・クアン准教授である。フランス極東学院は2006年3月までに本COE
との提携覚書に基づいて全チャンパー王家文書のデジタル化についてパリ・アジア協会の同意を
とりつけ、2006年4月～ 5月現在、ポーダルマー准教授の指揮のもと、デジタル化が終了した
データのクアラルンプール分院への搬入と、その中のチャム文チャム写本の整理を進めている。
3. マラヤ大学フランス極東学院協力チーム
　1949年に創立されたマラヤ大学は、医学（1905年創立のエドワード三世医学校を継承）、文
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学（1928年創立のラッフルズ・カレッジをシンガポール国立大学と分割継承）、言語、教育、経
済、商学、法学、歯学、理学、工学、建設、情報の12学部からなり、文学部（文学 -社会科学
部）は、人類学、東アジア学、南アジア学、中国学、インド学、国際学、新聞学、司法 -行政学、
英語学、地理学、歴史学、性差学、都市計画学の13学科からなる。2006年4月～ 5月現在、華
人のダニー・ウォン（黄子堅）歴史学科教授がマラヤ大学フランス極東学院協力チーム代表とし
てデジタル化されたチャンパー王家文書の中の漢籍チャム写本の整理を進めている。ウォン教授
はまた文学部の副学部長も務める。
　 肩書 チャム語名 漢語名 宗派
リーダー 極東学院研究員・准教授、男性 ポーダルマー
Po Dharma
広大杜
Quảng Đại Đủ
バチャム
　 マレーシア国立博物館学芸員、　男性 アブドゥルカリム
Abdul Karim
露忠均
Lộ Trung Cân
スンニー
（ハナフィー）
主戦力1 アブドゥルカリムの妻 ファティマハ
Fatimah
鮑氏花
Báo Thị Hoa
スンニー
（ハナフィー）
主戦力2 アブドゥルカリムの養女
18歳
シティー
Siti
　 ？
主戦力3 ポーダルマーの姪、
マラヤ大学大学院修士課程
ラトナー
Ratna
史氏秋装
Sử Thị Thu Trang
バチャム
　 チャム文化センター研究員、
マラヤ大学大学院修士課程、男性
サカヤー
Sakaya
張文門
Trương Văn Món
バチャム
4. フランス極東学院のチャム文チャム写本研究チーム
　極東学院の研究チームはすべてチャム人である。但し、その出身地や来歴は多様で、ポーダル
マーは現在歴史家であるがかつては反共反越ゲリラFULRO（ベトナム・カンボジア被抑圧諸民族闘争統一
戦線）の将校であり、アブドゥルカリムは医学生時代にFULROの活動家であって、何れも難民
出身である。一方サカヤーは現役のベトナム共産党員であり、ベトナム・ニントゥアン省立チャ
ム文化研究訓練センターの研究員であって、マレーシア留学はフォード財団の助成によりベトナ
ム政府から公式に承認されたものである。なお、文書判読の担い手は全員女性であり、18歳の
少女シティーも極めて高いチャム文読解能力を持つ。作業形態は、CD-ROMをクアラルンプー
ル近郊の各自の住所に搬入して解読し、成果物をポーダルマーのオフィスに持参する形をとる。
マッキントッシュ機を使用する。
5. マラヤ大学の漢籍チャム写本研究チーム
　 肩書 英語名 漢語名 宗派
リーダー マラヤ大学教授、男性 ダニー・ウォンツェーケン
Danny Wong Tze Ken
黄子堅
Wong Tze Ken
プロテスタント
（ルター派）
主戦力1 マラヤ大学大学院修士課程 なし 陳愛梅
Chen Ai Mei
大乗仏教
主戦力2 マラヤ大学文学部3年生
20歳
なし 呉貞蓓
Goh Jing Pei
大乗仏教
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　マラヤ大学フランス極東学院協力チームはすべて華人である。しかし、その来歴は極東学院
のチャム人と同様に多様である。ダニー・ウォン（客家系）は第2次世界大戦中の抗日ゲリラの祖
父を持つオールドチャイニーズであり、陳愛梅（福建系）、呉貞蓓（広東系）、ラトナー、サカヤーの
指導教官である。ダニー・ウォンは、ボルネオ島サバ州の山岳民族・華人交流史と、ベトナム・
マレーシア外交史の2つを専門とし、ベトナム史に関してはベト人（越人／京人）と華人、チャム
人、山岳民族をめぐる諸関係に強い関心を持つ。作業形態は、ダニー・ウォンのオフィスにおい
てCD-ROM及び紙焼き（ハードコピー）を週3回、計10時間解読し、成果物をその場でウォンに提
出する形を取る。ウィンドウズ機を使用する。
まとめ
　2回の出張により、関係機関と数次・長時間にわたる話し合いを持つことが出来、また11月初
旬完成に向けた作業の進捗状況や作業態勢について十分な情報を得ることが出来た。
　チャム文チャム写本の解読に関しては、チャム人自身による解読作業であること、多様なチャ
ム人が参加していること、ベトナム政府が公認する共産党員研究者の参加によって政治的対立
が緩和されたことを評価したい。なお、チャム文チャム写本の解読作業においては、特殊なチャ
ム文字フォントで打ち込む必要がありマッキントッシュ機を利用するため、そのフォントが読
めないウィンドウズ機ではコンピュータに打ち込まれた原文を見ることはできない。しかし、本
COEプロジェクトにおいてはチャム文チャム写本の目録作成の予定は無く、また成果物はフォ
ント埋め込み式のPDF（Portable Document Format）処理がなされるので、フォントの相違による文字
化けで成果物が閲覧不能に陥る危険は今のところ無い。
　一方、漢籍チャム写本の解読作業においては、本COEプロジェクトとしては仏語と越語の目
録のみ作成するが、極東学院は漢字つき目録データを別途に作成し、本COEに無償で供与す
る予定である。この漢字つき目録データについては、ウィンドウズ機の中国語繁体字フォント
「MS宋朝」やベトナム語ノム字フォント「漢喃1」「漢喃2」で打ち込む必要があるため、その
フォントを持たない機械ではコンピュータに打ち込まれた原文が見られないが、こちらも成果物
はフォント埋め込み式のPDF処理がなされるので、フォントの相違による文字化けで成果物が
閲覧不能に陥る危険は今のところ無い。
　デジタル化王家文書全部及び漢籍チャム写本目録（仏語版・越語版）は、CD-ROM（Compact Disk 
Read Only Memory）形式で2006年11月初旬に完成させ、フランス極東学院パリ本部から本COE事
務局に発送される予定である。
以上
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行き先：
　マドリード、セビーリャ、セウタ（以上スペイン）、テトワン、ラバト（モロッコ）
期　間：
　2006年6月24日～ 7月10日（立石）、12日（佐藤）
　今回の出張の目的は、まず第一に現在進行中のダーウード図書館（テトワン）における史資料デ
ジタル化事業に関する打ち合わせ、第二にスペイン・モロッコにおける研究状況の調査である。
　最初の訪問地マドリードでは、国際協力庁付属のイスラーム図書館（Biblioteca Islámica Félix María 
Pareja）において、モリスコ・セファルディーム関連研究文献の収集・調査をおこなった。この図
書館には、スペイン内外で刊行されたイスラームにかかわる研究文献が多く所蔵されている。と
りわけ、主要な学術雑誌が開架式で利用できるため、網羅的な文献調査をするのに非常に便利な
図書館である。
　次の訪問地、セビーリャではセビーリャ大学文献学部アラブ学科を訪問した。ここではイス
ラーム神秘主義の専門家であるパブロ・ベネイト・アリアス氏に案内を受け、セビーリャ大学に
おけるアラブ・イスラーム研究の現状について、様々な情報を提供してもらった。中でも興味深
かったのが、マリ共和国のトンブクトゥで発見されたと言われ、近年、学界の話題になってい
るアンダルス由来のアラビア語文書にかかわる話であった。ベネイト・アリアス氏の語ったとこ
ろによれば、現地のとある研究者によって盛んに喧伝されているこの文書については、スペイン
でもかなりのアラブ学者が巻き込まれているものの、誰一人としてその文書の現物を見た者はな
く、今ではそもそも文書自体の存在を疑問視する研究者も増えているのだという。中世サハラ交
易の終着点トンブクトゥに眠るアンダルスの文書なるものがもし実在するならばそれはきわめて
興味深いことだが、先進国からの研究費をあてにしたある種詐欺的行為なのではないかというの
が、ベネイト・アリアス氏の見解だった。トンブクトゥ文書の真偽については、現時点で我々に
決定的な判断を下す材料はないが、この種の危惧は史資料保存事業を進める上で、念頭に置かな
ければならない点であろう。
　セビーリャからは港町アルへシラスを経てジブラルタル海峡を渡り、セウタの街を訪れた。セ
ウタは、15世紀初頭以来、最初はポルトガル、続いてスペインによって支配されてきたアフリ
カ大陸北岸の港町であり、現在でもモロッコ政府はその返還を主張している。19～ 20世紀にか
けては、スペインの北アフリカ政策の重要な拠点となったこともあり、スペイン・モロッコ関係
を考えるうえで避けて通れない都市である。ここでは、セウタ研究所（Instituto de Estudios Ceutíes）
スペイン・モロッコ出張報告
 東京外国語大学教授 立石博高
 早稲田大学客員講師 佐藤健太郎
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を訪れ、所長のシモン・チャモロ（Simón Chamorro）氏の案内を受けた。この研究所は、広くセウ
タに関わる研究をしている研究者たちの拠点ともいうべき存在で、セウタ在住か否かを問わず多
くの研究者たちを無給の研究員としてメンバーに迎えている。研究対象は、人文・社会科学だけ
ではなく自然科学も含まれており、所長のチャモロ氏自身も地質学の専門家だった。この研究所
はセウタ市の考古学博物館の2階に位置するきわめて小さなところで、特に所蔵資料などは持た
ないものの、非常に活発な研究活動をしているのが目を引いた。具体的には、外国人を含むセウ
タ内外の研究者を招いてしばしばシンポジウムをおこないその成果を出版したり、また展覧会の
企画などもおこなっていた。また、モロッコの研究者とも積極的に関係を持とうとつとめている
ようだった。このような活発な研究活動や出版活動は、同じくセウタ市内の文書館を訪れた際に
も見て取れた。地方の中小都市に過ぎないセウタでこのように活発な研究活動がなされているの
は、きわめて印象的であった。
　セウタからは、陸路、国境を越えてモロッコに入り、テトワンを訪れた。テトワンでは、現在、
ダーウード図書館との間に2004年に締結された協力協定に基づいて、昨年来、同図書館所蔵文
書のデジタル化作業が進められている。今回は、デジタル化事業の打ち合わせおよび進捗状況
確認のために訪れた。ところが、我々がテトワンに到着するほんの数日前に図書館長ハスナー・
ダーウード女史の夫君が急死されるというアクシデントがあり、あまり詳細な打ち合わせをする
ことはできなかった。しかし、ハスナー女史との面会は実現することができ、COEで購入した
備品の扱いにかかわる手続き書類に署名していただくとともに、若干の進捗状況確認だけはおこ
なうことができた。このような状況の中でも我々のために時間を割いてくださったハスナー女史
に対して、この場を借りて、あらためて謝意と、さらにはお悔やみを述べさせていただきたい。
　テトワン訪問後、立石はそのまま帰国したが、佐藤はさらにモロッコの首都ラバトを訪れた。
ラバトでは、国立図書館において文献調査を行った。わずか2泊の短期間の滞在ではあったが、
モロッコで刊行されている雑誌を中心に、モリスコ・セファルディーム関連文献の調査に大きな
進展があった。
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期間：
　6月27日から9月６日
訪問先：
　中国・吉林省・延吉市
訪問目的：
　中国少数民族である、朝鮮族への聞き取り調査のため。
　インタビュー目的：民族教育を受けてきた朝鮮族への半構造化自由回答方式のインタビューを
して、彼（彼女）等への聞き取りを通じて、少数民族教育の実態や今まで宣伝されてきた中国少
数民族教育の不明点、展望を明らかにすることを目的とする。
インタビュー概要
　インタビュー対象者のプロフィール
中国出張報告 東京外国語大学地域文化研究科博士後期課程 張　延紅
対象者 職　業 年　齢 学　歴 家庭構成 公的場での
使用言語
生活での
使用言語
A 会社員 33 大学 夫と子供三人暮らし 漢語 朝鮮語
B 定年退職 62 短期大学 妻と孫娘と三人 漢語 朝鮮語
C 定年退職 58 大学 夫と二人暮らし 漢語 朝鮮語
D 主婦 62 高校 一人暮らし
（夫は出稼ぎ中）
朝鮮語 朝鮮語
調査で明らかになったもの：
　筆者がインタビューをする際にはすべて朝鮮語（Aさん以外）で行っている。今回のインタビュー
では、朝鮮語で録音されたものを記録に残す時、つまり文章化するときには日本語にするため、
客観的な叙述ができるかという問題―翻訳の問題をつよく意識した。個人によって翻訳の仕方
や使用する単語が異なるため、本来の意味合いが変わっていく恐れがあるからである。
　Aさんのインタビューの時は二人とも朝鮮語が母語であるにも関わらず、中国語でインタ
ビューが行われている。それは単なる言葉使いの利便性から来るものだろうか。実際Aさんが
いう通り、中国語で話していると便利である。これはバイリンガルの人といえども、自分が表現
しやすいと感じる言葉があるのではないかという事を示唆している。
　こういった様々な点を踏まえ、今後は翻訳の問題、調査時の客観性などを意識したうえでオー
ラル資料の文字化作業などに取組み、さらに研究を進めていきたいと考えている。
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期　間
　青山　2006年7月27日～ 8月4日
　新井　2006年 7月27日～ 8月10日
　菅原　2006年7月24日～ 8月13日
訪問地
　青山　①パレンバン　②ジョクジャカルタ
　新井　①パレンバン    ②バンダ・アチェ　③ジャカルタ
　菅原　①パレンバン　②バンダ・アチェ　③ジャカルタ
用務先
　1． パレンバン：シュリーウィジャヤ大学（青山、新井、菅原）
 Universitas Sriwijaya, Palembang
　2． バンダ・アチェ：
　　2-1. アチェ州立博物館（新井、菅原）
  Museum Propinsi Nanggroe Aceh Darussalam: Jl. Sultan Alaidin Mahmudsyah no.12, 
Banda Aceh
　　2-2. アチェ・ブサール：タノ・アベ寄宿塾図書館（菅原）
 Perpustakaan Kuno Zauyah Tgk.Chik Tanoh Abee: Seulimeum, Aceh Besar 
　3． ジャカルタ：ジャカルタ国立図書館（新井、菅原）
 Perpustakaan Nasional Republik Indonesia, Jakarta
　4． ジョクジャカルタ：ガジャ・マダ大学（青山）
 Universitas Gajah Mada, Yogyakarta
用　務
1-1.インドネシア写本学会国際シンポジウム参加・発表（青山、新井、菅原）
　パレンバンのシュリーウィジャヤ大学で開催されたインドネシア写本学会による国際シ
ンポジウムに参加した。青山教授は、ユニコードによる現地語の特殊文字の表記法とその
将来的利用の可能性について発表を行った。伝統的文字の表記問題は、インドネシアにお
インドネシア出張報告
 東京外国語大学教授 青山　亨
 アジア・アフリカ言語文化研究所　助手 新井和広
 天理大学講師、東京外国語大学COEアドバイザー 菅原由美
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いてこれまで十分に検討されてきているとは言いがたかったため、シンポジウムでは大き
な反響を呼んだ。
1-2.パレンバン写本カタログ検討ワークショップ（青山、新井、菅原）
　インドネシア写本学会国際シンポジウムの1パネルとして、本COEの成果であるパレ
ンバン写本のカタログの批評会及び寄贈が行われた。このパネルは夕刻より、州知事公邸
にて行われ、写本所有者・学者に加え、多くの当地の文化人・著名人が招待されていた。
パレンバン写本のみを取り扱ったはじめての写本カタログであったため、地元の関心は非
常に高かった。
　上記のパレンバンでの活動は、現地の新聞数誌（地方版、全国版）で報道された。特に、現在イン
ドネシアで古写本売買の問題がメディアにより問題とされていたため、その関連で報道がなされ
た。
　また、パレンバンでは、観光地開発とアラブ人集落（kampong Arab）の保存をめぐって、地方政
府と住民の間で対立がおきていた。アラブ人集落には、多くの写本が保管されていたため、調査
時によく訪れた場所であるが、その古い町並み自体も歴史的価値を持つものであると思われたの
で、その価値をメディアに説明したところ、次の日に地元紙で取り上げられていた。東南アジア
のアラブ人社会の歴史を専門とする新井助手による説明は、地域住民に対し保存活動を続けてい
く根拠を与えたようであった。
2-1.アチェにおける民間所有写本調査（菅原・新井）
　アチェ州立博物館の協力のもと、まだ調査がほとんど進んでいない民間所有の写本の調
査をおこなった。今回は、博物館館長ヌルディン（Nurdin A.R.）氏とともにバンダ・アチェ
市、アチェ・ブサール県、ピディ県、ビールン県の写本所有者宅及び写本収集者宅を訪問
した。アチェでは写本は商品価値を持っているため、多くがコレクターや骨董品店にすで
に売り渡されていた。そのため、民間に残っていた写本は、量が大変少数であるだけでな
く、状態もよいものではなかった。逆に、骨董品店に保管されている写本は量・質ともに、
博物館と並ぶものであった。博物館は、そうした売買されている写本の購入に力を入れて
いるようであった。ヌルディン氏は多くの貴重な写本が骨董品店で売買されていることに
対し、海外に販売されてしまう危険性を危惧していたが、その一方で、多くの写本が骨董
品店に保管されていたことにより、津波の被害から逃れることができたと考えられるとし
て、骨董品店・コレクターを評価もしていた。
　骨董品店を見学した後、上記各県でアチェの伝統的家屋（ルモ・アチェ）において、保管
されている写本を見せてもらい、写本情報及び保存環境の記録をおこなった。調査は、博
物館側によって継続され、この8月の調査と合わせて、民間写本調査報告は今年度中に
史資料ハブ／活動報告
258
COEに提出予定である。
2-2.タノ・アベ寄宿塾図書館訪問（菅原）
　上記博物館館長とともに、タノ・アベ寄宿塾図書館を訪問。この寄宿塾長であるTgk.
Mohd.Dahlan Al-Fairusy Al-Bagdady氏*に面会。タノ・アベ図書館再建状況を取材する
とともに、この図書館が所有する写本のカタログ作成をおこなう意向を伝えた（アチェ文化
財復興支援室の活動として継続予定）。
*Dahlan氏は昨年11月18日にご逝去されました。ご冥福をお祈り申し上げます。
3.ジャカルタ国立図書館訪問（新井、菅原）
　・写本調査
　・ジャウィ文字文献調査
4.ガジャ・マダ大学訪問（青山）
・資料の収集および現地研究者と情報交換
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モンゴル出張報告 東京外国語大学教授 二木博史
　2006年の8月6日から19日の日程で、中国経由で、モンゴルに出張した。8月8日から12日
まで、モンゴル国立大学とモンゴル政府庁舎を会場として開催された、第9回国際モンゴル学者
会議（Ninth International Congress of Mongolists）に参加するのと、本COEプログラム在地固有文書班の
モンゴル事業のカウンターパートである国家文書管理局長との協議が、出張のおもな目的であっ
た。
　国際モンゴル学会は、モンゴル研究の最大規模の国際学会で、ユネスコ等の支援をうけて、国
家行事として開催されてきた。本来、5年に一度、オラーンバータルでひらかれるが、ことしは、
チンギス・ハーン即位、モンゴル帝国建国の800周年にあたるということで、1年くりあがって
の開催となった。メインテーマは「モンゴルの国家：過去と現在」であった。わたくし自身は、
1982年の第4回大会に参加して以来、5回めの参加である。
　5部会にわかれて、すすめられたが、わたくしは、第1部会の「国家の伝統と変革」で、本
COEから出版したLandscapes Reflected in Old Mongolian Maps, Edited by Futaki Hiroshi & 
Kamimura Akira,Tokyo, 2005にも収録した、東京外国語大学図書館所蔵の1920年代の「境界報
告書」を資料として、地図資料をいかに史料として利用すべきかについて報告した。本報告に対
しては、何人かの地図研究者や地理学者からの質問もあり、本学の図書館が貴重なコレクション
を所蔵することを紹介できたという点でも、有意義であった。上記の出版物は、今回、関係の研
究者に寄贈したり、あとで郵送するなどもしたが、たいへん好評であり、モンゴル古地図の出版
と研究として、世界的に相当の注目をあつめているのは、事実である。とくにCD-Rがふされて
いること、ウェッブ上でさまざまな検索が可能になっていることが、評価されている。
　500名ちかくが参加する国際学会は、最新の情報を交換する場としても重要だが、古本や、通
常のルートでは手にはいりにくいロシアのブリヤートやカルムイクの出版物などを購入する絶好
の機会ともなる。いつものことだが、セッションよりも、会場に特設された本屋のブースにあつ
まる研究者のほうが、数がおおかった。
　国家文書管理局長のウルズィーバータル氏から、今年度のCOE事業の前半の分として、国立
中央文書館所蔵のフレー弁事大臣衙門文書をデジタル化したものをうけとった。後半の分のデジ
タル化作業についても、うちあわせをおこなったほか、12月に予定されている本COE主催の国
際シンポジウムへの招待についても確認し、報告の具体的内容について要望をだした。
　学会がおわったあと、すこし時間ができたので、中央文書館に移管された旧モンゴル人民革命
党文書館所蔵資料のうち、1920年代の内モンゴルとの関係に関する史料などを閲覧した。
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中国出張報告 東京外国語大学教授 臼井佐知子
日程：
8月18日  成田発、上海を経由して黄山市着
19日～ 23日  「“地域中国：民間文献的社会史解読”国際学術研討会曁第十一届中国
社会史学会年会」参加
23日  黄山市発、北京着
24日～ 27日  中国社会科学院歴史研究所、L’Ecole Francaise D’Extreme Orient（フ
ランス遠東学院）北京センター、第一歴史档案館
29日  北京発、東京着
目的：
①「“地域中国：民間文献的社会史解読”国際学術研討会曁第十一届中国社会史学会年
会」参加。
②　史料デジタル化についての相談。
③　文書史料の収集。
経過：
①「“地域中国：民間文献的社会史解読”国際学術研討会曁第十一届中国社会史学会年
会」に参加し、開幕式の挨拶を行うとともに、「明清時代、徽州的“典”、“當”、“借”」
について主題講演 を行い、翌日同テーマについて詳細な報告を行う。また、分科会「地
域文献与地方史」の司会を務める。
②昨年以来があった黄山市博物館と史料デジタル化について相談しようとしたが、時間の
関係上、結論を得なかった。
③安徽大学教授劉伯山氏と「徽州文書」に関する共同研究について話し合う。但し、
COEは今年度が最終年度であるため、別途に研究計画を立てることとする。
④中国社会科学院歴史研究所図書館において、『徽州千年契約文書』（花山文藝出版社）未掲載
の商業関係の「徽州文書」を閲覧し、一部を筆写。
⑤L’Ecole Francaise D’Extreme Orient（フランス遠東学院）北京センター研究員のAlain 
Arrault氏およびMichela Bussotti氏と研究交流を行う。
⑥中国第一歴史档案館において、塩業関係の档案資料を閲覧し、一部を筆写。
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ベトナム出張報告 東京外国語大学大学院地域文化研究科教授 今井昭夫
出張国：
　ベトナム社会主義共和国
出張期間：
　2006年8月28日～ 9月10日
調査協力機関：
　ベトナム国立・社会学研究所
調査テーマ：
　ベトナムにおける「戦争の記憶」
概要：
　今回の聞き取り調査は、ベトナム戦争当時、「青年突撃隊（Đội Thanh Niên Xung Phong）」に参加し
たことのある人たちへのインタビューを行なった。インタビューを実施した場所は次の3カ所で
ある：ハノイ市ザーラム県イエントゥオン社イエンケー村（8月30日、31日）、ハタイ省ハドン市キ
エンフオン社マウルオン村（9月2日）、タインホア省タインホア市、クアンスオン県クアンティン
社、クアンスオン県クアンタン社（9月5日、6日）。青年突撃隊は直接戦闘には加わらないものの、
戦場での後方支援や道路・橋梁建設などに従事し、女性も多く含まれていた。そのため、今回の
聞き取り調査では、女性へのインタビューが半数以上をしめた。ハノイ郊外のイエンケー村では
6人にインタビューしたが、女性が3人。ハドン市では3人のうち2人。タインホアでは集団で
インタビューを行なったが、やはり半数近くを女性がしめた。また、クアンタン社では元青年突
撃隊員だった女性達から構成されている集団農場でもグループ・インタビューを行なった。青年
突撃隊には、体が弱くて軍隊には入れなかった男子、男の兄弟がおらず姉妹だけの家の子弟、地
主・富農や外国人の子弟など「履歴」上に問題のある人などが戦争への動員義務を果たすために
加わったケースが多い。青年突撃隊は、女性を戦争に直接的に動員していく仕組みともなってい
た。青年突撃隊の元隊員は現在、約30万人いるといわれるが、2004年12月には「旧青年突撃
隊会」が成立しており、国家からの顕彰の対象となっている（2006年7月時点で会員は約18万人）。し
かしながら、元隊員だった女性達は、復員してから必ずしも恵まれた境遇にあったわけではない。
戦場で青春時代を送り、郷里に帰ってきた時には結婚適齢期を過ぎていたり、隊員だった時に罹
病したマラリアなどで体をこわし、また村では隊員だった女性への性的偏見も強く、そのため結
婚できなかったりしたケースも多い。女性の隊員はナショナルなレベルでは「英雄」視されなが
らも、村落レベルでは白眼視される面もあったのである。ハドン市のＨ氏のようなフランス黒人
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兵との混血児であったために隊員になったケースのように、戦争中の総動員体制においても、「履
歴」上の差別があった。今回のインタビューでは、女性隊員の置かれた境遇（たとえば、まともな結
婚がなかなかできず、後妻やめかけにならざるをえなかった等）や「履歴」上の問題など、インタビューされ
た本人が語らなかったことを、村の他の人が語ってくれたことによって判明したことが度々あり、
「間接的インタビュー」の重要性を認識させられた。
　9月7日にホーチミン市に移動し、翌日、ホーチミン市郊外にある旧サイゴン政権が管理して
いた国立戦没者墓地を訪ねた。現在は、放置されたままとなっている。
出張期間：
　2006年11月18日～ 11月26日
概要：
　今回の調査は、ベトナム戦争当時のベトナム南部農村における「戦争の記憶」の聞き取り調査
を行なった。調査地は、メコン・デルタのほぼ中央に位置するヴィンロン省タムビン県ミーロッ
ク社で11月21日に、ハウロック社で11月22日に、またチャーヴィン省カウケー県アンフータ
ン社で11月23日に行なった。ミーロック社はヴィンロン省の革命基地（Cái Ngang）が置かれてい
たところである。ミーロック社では、ベトナム戦争中に当地での革命勢力側の公安関係に務め
ていた人物と、当初は軍の看護士でその後も93年まで軍隊に所属していて現在はミーロック社
の退役軍人会会長である人物にインタビューした。ミーロック社に隣接するハウロック社では、
1924年生まれで第二次大戦期から革命勢力側に参加していた人物と1950年生まれでベトナム戦
争中にはゲリラとして戦った人物にインタビューした。チャーヴィン省のアンフータン社は、今
回の調査に同行してくれた社会学研究所・研究員（北部出身）がベトナム戦争中に所属していた部
隊が1972年から2年間、駐屯していたところである。ここで北部の正規軍と共に戦っていたゲ
リラ戦士だった人物にインタビューした。11月24日と25日はヴィンロン市において、元第3中
団・中団長で330師団・師団長であり、現在はヴィンロン省退役軍人会会長のフイン・チョン・
ファム氏（大佐）と元第9軍区参謀部政治副主任で現在はヴィンロン省退役軍人会副主席のファ
ム・タイン・ホア氏（大佐）にインタビューした。
　インタビューした農村は革命勢力側の強いところであり、村の中で革命勢力側とサイゴン政権
側が分裂して激しく対立するといった状況ではなかったようである。彼らの話によれば、ベトナ
ム戦争後も両派の亀裂はさほど大きくはなく、特別な「和解」工作なども行なわれてこなかった
という。こういったことが今回の調査地の特殊な状況なのか、あるいは南部の農村で比較的広く
みられるのか、即断はつきかねる。インタビューの中で非常に印象に残ったのは、南ベトナム民
族解放戦線は、当地においては、軍事的にも行政的にも、ほとんど影響力をもっていなかったと
何人かの人が断言したことである。また1973年のパリ協定の締結が当地での戦闘にほとんど影
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響を及ぼしていないと指摘されていることである。
　ベトナムでは一定期間、軍務に従事していた人には軍人恩給が支給される。南部ではベトナム
戦争中、正規軍以外にもゲリラなどで戦闘していた人が多数いるが、ゲリラの人たちには恩給は
支給されていないようである。軍人恩給については、南部は北部より、さらに複雑な面があるよ
うだ。
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　電子図書館プロジェクトの一環として行なわれている附属図書館職員の海外研修出張も、この
たびで3回目を数える。1回目はイギリス、2回目はオランダ・デンマーク・スウェーデンと実
施して迎えた今回は、地域研究コンソーシアムの情報資源共有化研究会が主催する海外調査に参
加する形で、アメリカ合衆国の情報関係機関・図書館・文書館を訪問した。
期　間：
2006年11月1日（水）～ 10日（金）
訪問先：
• OCLC（Online Computer Library Center）（ダブリン）
• CRL（Center for Research Libraries）（シカゴ）
• シカゴ大学図書館（シカゴ）
• NARA（National Archives and Records Administration）（カレッジパーク）
• CDL（California Digital Library）（オークランド）
各館について
1. OCLC（Online Computer Library Center）（オハイオ州ダブリン）
http://www.oclc.org/default.htm
　6コマに分けて、OCLCの事業についてプレゼンテーションを受けた。
　1967年に設立されたOCLCは、世界最大の書誌ユーティリティ（総合目録の構築をベース
に主に図書館向け情報サービスを提供する機関）である。日本の書誌ユーティリティとしては国立
情報学研究所があるが、OCLCは国からの財政的援助を受けず、自らが提供する事業
収入で運営される民間機関である点が大きく異なる。提供する総合目録WorldCatのレ
コード数は、書誌レコード約7,600万件、所蔵レコード10億件以上と、日本のNACSIS-
CATのそれぞれ約800万件、約9,000万件をはるかに凌駕する。2006年8月にWeb公開
された「WorldCat.org（http://www.worldcat.org/）」は、それまで図書館サービスが主であっ
たWorldCatのデータベースを一般利用者に大きく開いた。GoogleやYahoo!からでも
WorldCatの登録データが検索できる方法を提供するなど、図書館が所蔵する資源につい
て広く認知してもらう機会を作り出している。
アメリカ合衆国出張報告
 東京外国語大学附属図書館情報サービス係 加藤さつき
 東京外国語大学附属図書館図書情報係 上田誠治
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　Unicodeによる書誌データの多言語化については、中国語、日本語、朝鮮語、アラビア
文字、ギリシア文字、キリル文字、ヘブライ文字、デーヴァナーガリー文字、ベンガル文
字、タミル文字、タイ文字への対応を実現している。また、デジタル・コレクションの管
理・公開用ソフトウェア「CONTENTdm」、出版者との協力による電子書籍コレクショ
ン「NetLibrary」など、デジタル情報の流通拡大を担うあらたな事業展開を強力に推進し
ていることも見逃せない。なおOCLCの研究開発費は年額2,000万ドルに達する。
　2006年には世界第２位の書誌ユーティリティ RLG（Research Library Group）の吸収合併を
発表した。2007年内の完了に向けて現在その作業が進行中である。
2. CRL（Center for Research Libraries）（イリノイ州シカゴ）
http://www.crl.edu/
　CRLは北米を中心とする大学図書館や研究図書館により構成される非営利コンソーシ
アムである。1949年にMILC（Midwest Inter-Library Center）として設立され、1965年にCRL
に改称、現在に至っている。人文社会科学系の約200の参加機関を持ち、その会費を主た
る運営費としている（2005年度の運営費は約550万ドル）。建物はシカゴ大学のキャンパス内に位
置し、職員は約40名、コンソーシアム事業のマネジメントからデータベース管理、所蔵
資料の受入・整理・ILL等を担う。
　コンソーシアム事業としては、参加機関の所蔵する世界各地の新聞や雑誌のマイクロ
フィルム化による保存事業や電子図書館の構築などを展開している。これらについては複
数の参加館によるプロジェクト形態を取り、外部資金等も積極的に活用しながら推進さ
れる。国外機関との資源共有を目指した次世代プロジェクト「Global Resources Network
（http://www.crl.edu/grn/index.asp）」を立ち上げ、さらなるネットワークの拡大にも取り組んでい
る。
　また、CRLとしての蔵書も構築し、国内外の博士論文、新聞・雑誌（マイクロ形態のものも
含む）、行政機関の文書等の原資料を中心に約500万点を所蔵し、ILL等を通じて参加機関
の利用に供している。所有するデジタル・コンテンツも約100万ページに達する。さらに、
参加機関の所蔵資料の寄託を受けるなど、バックアップ・ライブラリーとしても重要な機
能を果たしている。
3. シカゴ大学図書館（イリノイ州シカゴ）
http://www1.lib.uchicago.edu/e/index.php3 
　シカゴ大学図書館は全米でも最大規模を誇る大学図書館であり、蔵書数は700万冊を超
える。７つのキャンパス図書館よりなるが、今回は「人文・社会科学」の専門図書館であ
るJoseph Regenstein Libraryを訪れ、講演会での来日等、本COEの活動にもご協力いた
だいているJames Nye氏と懇談した。
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　同館の所蔵冊数は約450万冊、大学院レベルの研究図書館として、専門的な学術資料を
中心に収集・提供している。地域研究を資料面から支えることを重視し、対象地域の新
聞・雑誌も冊子体・マイクロフィルム・電子ジャーナル等の形態によって広く利用が可能
である。26分野に各１名の主題専門司書が配置され、資料の選定・目録作成、利用者へ
の文献案内等を担当している。書誌情報の多言語化は、アラビア語、ヘブライ語、日本語、
中国語、朝鮮語で実現しているが、インド諸語については未対応である。
　また、前項のCRLが主催するプロジェクトのひとつ「Digital South Asia Library（http://
dsal.uchicago.edu/）」にも参加するなど、コンソーシアムによる資源保存・共有事業にも積極
的に取り組んでいる。
　なお、Joseph Regenstein Libraryでは、所蔵資料の増大に対応するため、新館の建設が
計画されている。
4. NARA（National Archives and Records Administration）（メリーランド州カレッジパーク）
http://www.archives.gov/index.html 
　NARAは合衆国連邦政府作成文書の保存機関として1934年に設立された。ワシントン
D.C.に本館があり、全米にネットワークを構えるが、今回訪れたのは1993年に完成、翌
年に開館したカレッジパークの新館である。地域住民の意向を反映して、周辺の自然環境
に配慮した建物は自然光をふんだんに取り入れ、明るく開放的な空間を提供している。し
かし、入館のチェックは空港並みで、政府機関としてセキュリティには神経を尖らせてい
るようだ。
所蔵資料は一般にも公開されており、館内での閲覧が可能だ。手荷物や筆記用具は持ち込
み不可（館内にメモ用紙と鉛筆が用意してある）だが、機材等を持ち込んでの資料の撮影は自由に
行なえる。所蔵資料は、一部の例外を除いて、連邦政府の著作物であることから、その複
製の利用についても自由である。
　今回の訪問では、見学者向けの館内ツアーしか受けられず、残念ながら、アーキビスト
から業務の詳細を伺うことができなかった。
5. CDL（California Digital Library）（カリフォルニア州オークランド）
http://www.cdlib.org/ 
　CDLは1997年にカリフォルニア大学の11番目の図書館として設立された。学長直属
の組織で、全学的視点から、電子図書館の構築を通じたキャンパス図書館の資源共有を進
め、技術面で各キャンパス図書館を支援することを目的としている。各図書館とは、月１
回の館長会議や実務者会議、さらには各種の委員会等を通じて密接に連絡を取り、全学的
事業に対する提案・助言・調整を積極的に行なっている。職員は70名。電子ジャーナル
の契約、データベース管理、資料の保存・電子化、電子出版に従事している。年間予算は
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約2,100万ドルに達し、うちカリフォルニア州から配分される1,600万ドルを人件費や基
幹的業務に、政府・民間機関からの助成金500万ドルを発展的事業のための研究開発費に
充てている。
　CDLが担当する電子ジャーナルの契約は、全キャンパス・レベルで利用されるタイト
ルが対象となる。購読タイトルは全キャンパス図書館の代表からなる「コレクション・デ
ブロップメント・タスクフォース」で選定され、利用状況等の指標を基準に毎年見直しが
行なわれる。
　学内生産物の学外に向けた発信を主たる目的として、論文約15,000点のフルテキスト
情報を含む機関リポジトリeScholorship（http://repositories.cdlib.org/escholarship/）を構築し、学
内の学術的成果の電子的保存・公開を推進している。カリフォルニア大学がGoogleと連
携して進めている所蔵資料の電子化については、そのデジタル・コンテンツをGoogleよ
り受け取ってはいるものの、著作権の問題がある資料の公開には慎重な姿勢を取っている。
まとめ
　今回の出張では、米国における情報資源共有化の現状、およびデジタル技術を活用した公開に
ついての知見を深めることができた。とりわけ、コンソーシアムによる活動の規模の大きさと多
彩さには圧倒される思いであった。日米における制度や手法の差はあれ、資源共有の理念と実践
は今後もますますその重要性を増すことは間違いない。国内における、そのひとつの試みとして、
史資料ネットワークの拠点構築を目指して発足した本COEプロジェクトの活動は、2006年度を
もって終了する。その総括については別の場に譲るが、それによって得られるはずの反省と課題
は、今後の資源共有活動にとっても有益なものとなろう。情報の管理と流通を担う図書館員とし
ても、そうした活動の一翼を担う責任を自覚しなければなるまい。
　最後に、今回の海外調査でご同行させていただいた、北海道大学スラブ研究センターの兎内勇
津流氏、北海道大学経済学研究科図書係の結城憲司氏、京都大学地域研究統合情報センターの原
正一郎氏、国文学研究資料館の五島敏芳氏には、準備から現地での調査期間中を通じて、大変お
世話になった。心よりお礼を申し上げたい。
 ＊文中のURLは2007年1月25日現在のものである。
 ＊ 「北海道大学学術成果コレクションHUSCUP（Hokkaido University collection of Scholarly and Academic 
Papers）に今回の海外調査の報告用プレゼンテーションが公開されているので、そちらもご参考いただきたい。
URL:http://hdl.handle.net/2115/17007
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韓国出張報告 東京外国語大学研究協力者 楊　善英
出張国：
　韓国・ソウル
出張期間：
　2006年11月18日～ 26日
研究課題名
　日本キリスト教婦人矯風会と廃娼運動
研究概要
　本研究は、1880年代後半から1930年前半までにおける日本キリスト教婦人矯風会（以下、矯風
会とする）を中心とする活動に焦点を当てて、廃娼運動の実態とその意義を明らかにしようとする
ものである。
　矯風会についてのこれまでの研究は、その機関誌に書かれた指導部の言説や行動を中心として
分析されたものが多く、全国各地に作られた支部の活動については一部しか解明されていない。
また、矯風会が他の団体と連携しながら展開した廃娼運動の具体的なあり方や、さらにはその運
動に対する一般の人々の考え方や反応についても、まだ十分に検証されているとは言えない。
　廃娼運動に関する近年の研究のあり方としては、多様な内容を含むこの運動のうちでも、廃娼
運動家に「差別的娼妓観」があったことや、彼らが後のアジア太平洋戦争期に国家に協力的で
あったという負の側面を、あまりにも強調していることが指摘できよう。そのために、この運動
が当時の社会の中で果たした役割、特に人身売買や人身拘束を公認するシステムとしての公娼制
度を社会問題化して、売買春問題の解決を試みようとした意義の評価が低められてしまい、その
結果、研究の停滞を招いてしまったように思われる。
　本研究では、以上のような研究の現状を踏まえて、矯風会の活動、特に支部における活動が、
他の団体と連帯したり連合したりして活動を展開した事実を掘り起こしていきたい。さらに、そ
のような活動が廃娼運動に対する世論の関心を高めていくことや朝鮮の廃娼運動に影響を与える
ことになったことにも注目したい。そして、これらを通じて、矯風会を中心とする廃娼運動の実
態を跡づけることにより、廃娼運動の意義や廃娼運動における矯風会の役割を改めて確認するこ
とを課題とする。
これまでの研究による成果を、以下の4点に総括しておきたい。
（1）1900年代における矯風会の支部による遊廓設置反対運動や、遊廓移転運動の実態を
明らかにした。つまり、矯風会が他の団体と連帯するのみならず、新聞社に働きかけた
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ことにより、遊廓問題は記事として取り上げられ、広く注目されるようになったこと、
そして、これらのことを通じて、矯風会は廃娼運動における主な女性団体として、地域
における女性活動者たちを束ね、運動の拠点として位置づけられるようになったことを
具体的に明らかにしたのである。
（2）廃娼運動の資金づくりに果たした矯風会の役割を考察した。矯風会は「五銭袋運動」
という創意的な募金方法を考案し、財源を安定的に確保することによって、廃娼運動の
持続的な展開を可能にしたということを実証的に明らかにしたのである。
（3）1923年9月の関東大震災直後、女性たちの間に広がっていったネットワークを背景
にして、廃娼運動が社会運動としてのみならず政治運動へと発展していくに過程と、そ
れに対する反応・反響や世論を検討した。さらに、急激に盛り上がった廃娼運動の気運
が朝鮮にも波及し、朝鮮の廃娼運動の前進に刺戟や影響を与えることになったことを究
明した。
（4）1920年代に廃娼運動から純潔運動へと転換していく背景とその過程を明らかにした。
ここでは、廃娼運動家たちが英米における純潔運動や諸団体の事例なども参考としなが
ら、「絶娼」（売春禁止）をめざして、公娼制度の廃止と廃娼後の対策を担う全国的な組織、
つまり国民純潔同盟を結成したことを解明するとともに、その転換における問題点をも
検討した。
研究活動
　これまでの研究では、史資料をきちんと整理し分析するという実証研究の方法を身につけるこ
とに全力を注いだ。とりわけ、矯風会の機関誌を徹底的に読み通すことにより、廃娼運動の過
程を自分の目で直接に確認し、それをまとめることをめざしたのである。そして、それによって、
これまで必ずしも明らかにされていなかった廃娼運動の一面を解明できたと思っている。
　今後は、それらのことを踏まえて、植民地であった朝鮮における廃娼運動を明らかにするとと
もに、日本の廃娼運動と朝鮮における廃娼運動との関係やその反響・影響をも究明していくつ
もりである。すなわち、日本と朝鮮（韓国）の両地の史資料の収集・照合・分析という総合的研
究をめざしている。一方、韓国において、2004年3月「性売買処罰法」と「性売買防止および
被害者保護などに関する法律」（性売買防止法）が制定され、同年9月から施行されているが、今後、
韓国の性売買の歴史とその関連法および政策の動向についても研究していきたいと思っている。
その一環として、受給者は韓国ソウルに出張し、国会図書館（The National Assembly Library of the 
Republic of Korea）と韓神大学長空図書館（Hanshin University Changon Library）を訪問した。そこでは、
朝鮮の公娼制度および廃娼運動に関する史料と、韓国の「性売買」と「性売買」の法律および政
策に関する資料を調査・収集した。今後、これらに基づき、さらなる研究および講演活動に取り
組んでいくつもりである。
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出張期間：
　2006年11月21日～ 28日
出張先：
　ヤンゴン
用務：
　1）2006年度文書保存共有事業の成果の確認作業と受領
　2） 2006年１月に開催したヤンゴンにおけるCOE国際文書シンポジウム以降の文書館、図書
館における文書収集、保存、修復状況の把握
日程：
　11月22日（水）ヤンゴン着
ミャンマー・ブック・センター：2006年度の保存共有事業の成果の確認、受領。
Sai Kham Mong氏（シャン地方史・文書研究）：シャン文書のマイクロ化事業の確認、成
果を受領。
　11月23日（木）ミャンマー宗教省附属図書館：
折畳み写本、貝葉文書の新しい収集状況、デジタル化の進展について。
　11月24日（金）国立公文書館：
文書修復用和紙の寄贈、修復状況の聞き取り。
Aung Myo氏（公文書館館長）
　11月25日（土）ミャンマー歴史委員会、大学歴史研究センター
U Thaw Kaung 氏、U Mya Han 氏
　11月27日（月）ヤンゴン発
図書館を巡る状況：
　首都がヤンゴンからピンマナ（ネーピィドオと改称された：王のお住まいになる都の意味）という内陸の町
に移され、ほとんどの官庁が移転してしまった現在、大学や図書館にもその余波が及んでいる。
現時点では、国立図書館の現在の建物がすでに売却され、ピンマナへの移転が決まっており、移
転に伴って、書籍、文書資料に損失が生じないよう、関係者が集まって対策を講じている。貝葉
文書と折畳み写本の一大宝庫である宗教省の図書館については、今のところ移転の話は出ていな
いがその直接の管轄局である仏教振興局がすでに2006年1月にピンマナに移転してしまってい
るので何かと連絡に不便をきたしているということだった。国立公文書館も、移転の指示が出さ
れていないので、今しばらくは安泰ではないかと考えているそうだ。
ミャンマー出張報告 東京外国語大学教授 斎藤照子
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　ヤンゴン大学の敷地売却のうわさがしきりだったが、現段階ではそうした事実はないというこ
とを、関係者に確認することができた。ヤンゴン大学は現政権下で大学院大学に改組され、広
大な敷地に比して、学生の数はきわめて少なくなっている。植民地時代に創設された大学として、
ヤンゴン大学の歴史を否定的にとらえようとする現政府の傾向からしても単なるうわさとして片
付けることはできず、この国の知性を培って着た、長い歴史をもつ最高学府の歴史に幕が下りて
しまうのではないかと気遣う人が多い。
国際文書シンポジウム（C-DATS, ミャンマー宗教省共催、2006年1月14―15日）以後のアクション・プ
ランについて：
　ヤンゴンで開催された文書シンポジウムの最終日、文書保存を促進するためのアクション・プ
ランの実行が仏教振興局の局長であり、歴史学者でもあるDr. Myo Myintによって提案され支持
された。仏教振興局は、全国の僧院の統括機関でもあるので､各地の僧院に散在する折畳み写本
や、貝葉文書の保存の指揮をとるには、もっとも相応しい組織でもある。全国僧院に対し、文書
資料の寄贈の呼びかけが行なわれ、各地の僧院から多くの文書が寄せられて、宗教書図書館に集
まっている。そのうち、貝葉文書、約50束、そして折畳み写本200余のマイクロフィルム撮影
が完了している。
　2006年10月1日から、10月30日にかけて、宗教省図書館において、文書保存に関するトレ
イニング・コースが開催され、図書館学大学院の専門家、ミャンマーブックセンターの技師によ
る文書保存とカタログ化、マイクロフィルム撮影、デジタル化の実施訓練が、宗教省図書館のス
タッフに対して行なわれた。
2006年度成果物の確認受領について：
シャン文書のマイクロフィルム　4巻　内容：シャン慣習法（タンマサート）　シャン語によ
る法輪書（タンマセッチャー）　シャン地方史
1）タトン地方、U Bo Theeの僧院図書館　貝葉文書のマイクロフィルム　2巻
2） モーラミャイン町在住のDr. Hla Pe 所蔵の稀こう書、碑文拓本、折畳み写本　11巻　
および、TIFFファイル、PDFファイル
4）ビルマ地方紙、新聞マイクロフィルム　4巻
　以上の成果を受領した。
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トルコ出張報告 東京外国語大学教授 新井政美
若手によるシンポジウム「日本における中東研究・多文化研究の最前線」の開催
　2006年11月25日（土）より30日（木）まで、トルコ共和国へ出張した。目的は、11月27日
（月）に、本学の協定校であるイスタンブルのボアジチ大学において、若手研究者によるシンポジ
ウム「日本における中東研究・多文化研究の最前線」を、本学「中東イスラーム研究教育プロ
ジェクト」と共催で開くことであった。もともと本シンポジウムは、本学の海外拠点の一つであ
るベイルートの「中東研究日本センター」で開催する予定であったが、イスラエル軍によるレバ
ノン攻撃により、急遽イスタンブルに場所を変更したものである。
　COEからの参加者であるHousam Darwisheh（本学大学院博士後期課程）、中村隆之（本学より学位取得）、
および講演者の西谷修（本学教授）の各氏とともに、25日の深夜近くにイスタンブルへ到着。翌日、
それぞれ別の便で到着した他の発表予定者、ならびに現地で調整作業に当たってくださった村上
薫さん（アジア経済研究所）と事前の打ち合わせを行なった後、27日のシンポジウムに臨んだ。シン
ポジウムは別掲の予定表に沿って順調に行なわれ、午後5時半過ぎに無事終了した。
　今回のシンポジウムには、トルコ、レバノンから、6名の先生方がコメンテーターとしてご参
加下さった。いずれもそれぞれの分野を代表する、国際的にも著名な研究者で、これらの方が一
堂に会するだけでも十分に見応え、聞き応えのある会となりそうな予感が、筆者にはすでに出発
前からしていた。事実、6名の方がいずれも丁寧で本質を突いた、すぐれたコメントを加えてく
ださり、筆者の予感は現実のものとなったが、それはその前提として、発表者がいずれも充実し
た報告を行なったことをも表わしている。COEからの参加者はいずれも初めての国際舞台であっ
たが、十分な準備をうかがわせる、重厚な報告を堂々と行なって、筆者をひそかに喜ばせてくれ
た。彼らを含めた参加者の研究が、今後一層発展してゆくことを祈りながら擱筆したい。
追記：印刷媒体資料班の事業として行なってきた、旧ハック・タールク・ウス図書館所蔵
オスマン語定期刊行物のデジタル化データのうち、9月の出張時に間に合わなかったもの
について、11月28日にベヤズト国立図書館を訪ねて外付けハードディスクを受領し、無
事に持ちかえることができたことも併せて報告しておきたい。
Middle East and Multi-Cultural Studies in Japan: The State of the Art
Date: Monday, November 27, 2006
Place: Albert Long Hall (1. Kat, Fuaye Odası), Boğaziçi University, Istanbul, Turkey
Agenda:
10:30-10:45 Opening Remarks by Prof. Masami Arai
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Paper presentation and Discussion (30+15 minutes for each)
1st Session
10:45-11:30  Masako Matsui (Lecturer, Keio University, Tokyo) “Capitulations and Tariff 
Questions in the Early Nineteenth Century”
11:30-12:15  Fumiko Sawae (Visiting Researcher, National Museum of Ethnology) “Islamist 
Women and Public Sphere in Turkey“
Commentators: 
　Prof. Şevket Pamuk (Boğaziçi University)
　Prof. Abdul-Rahim Abu-Husayn (American University of Beirut)
　Prof. Metin Heper (Bilkent University)
12:15-13:30 Lunch (Kennedy Lodge)
2nd Session
13:30-14:15  Housam Darwisheh (Ph.D. Candidate, Tokyo University of Foreign Studies) 
“The Parliamentary Experience of the Muslim Brotherhood in Egypt”
14:15-15:00  Taku Osoegawa (Researcher, The Institute of Energy Economics, Tokyo) “How 
did the Lebanese Government Deal with the Crisis in Lebanon?”
Commentator: 
　Prof. Hilal Khashan (American University of Beirut) 
15:00-15:20 Break
3rd Session
15:20-16:05  Takayuki Nakamura (Ph.D., Tokyo University of Foreign Studies) “Edouard 
Glissant et la problématique du créole: Essai sur la communication créole.” 
(English translation will be provided)
Commentators: 
　Prof. Jale Parla (Istanbul Bilgi University)
　Prof. Ayhan Kaya (Istanbul Bilgi University)
 
Lecture
16:05-16:50  Prof. Osamu Nishitani (Tokyo University of Foreign Studies) “Deux notions 
occidentales de l'Humanite : Anthropos et Humanitas”(English translation will 
be provided)
 
16:50-17:00 Concluding Remarks and Thanks by Prof. Hidemitsu Kuroki
史資料ハブ／活動報告
274
出張報告
275
トルコ出張報告 東京外国語大学教授 西谷　修
　2006年11月25日（土）より12月2日（土）まで、トルコ共和国のイスタンブルおよびドイツ共
和国のミュンヘンに出張した。トルコ出張の目的は、代表者である新井氏の報告にあるように、
イスタンブルのボアジチ大学において開かれた、若手研究者によるシンポジウム「日本における
中東研究・多文化研究の最前線」の開催をサポートし、シンポジウムの最後に「西洋的人間の二
つの概念、アンスロポスとフマニタス」と題した講演を行うことだった。このテーマは、中東研
究や多文化研究が歴史的に避けがたく参照項としている西洋的な「主体と他者」の観念を批判的
に解明することを意図したもので、シンポジウムの主旨に沿うものとして選んだ。発表はフラン
ス語で行ったが、聴衆の便のため会場では英訳を配布した。シンポジウム全体については新井氏
の報告に委ねたい。
　また、帰国便がミュンヘン経由であったため、この機会を利用してミュンヘン郊外にある旧ナ
チス時代のダハウ強制収容所跡と記念館を訪問した。自国の歴史の罪科をあえて保存し、資料を
整理して大規模な展示を恒常的に維持するドイツ共和国の姿勢に、首相の靖国神社参拝が問題化
される日本の現状に鑑みて、考えさせられることが多かった。
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　平成17（2005）年から平成18（2006）年に亘り、文化庁主催の下記3件の著作権セミナーに参加
した。
1. 平成17年度著作権セミナー
　日時：平成17年9月15日（木）～ 16日（金）（2日間）
　場所：千葉県総合教育センター（千葉市美浜区）
　文化庁から配布されたテキストをもとに、1日目の前半部分においては尾崎氏（独立法人メディア
教育開発センター）による著作権制度の概要についての説明を受け、著作者の権利、著作隣接権につ
いて学んだ。後半部分においては山中氏（文化庁）により同制度の概要を学び、内容は、外国人の
著作権等の保護、他人の著作権を利用する方法、制限規定、侵害への対抗措置等であった。2日
目は、三橋氏（社団法人コンピューターソフトウェア著作権協会）による「家庭における著作権問題」の講
演の聴講からはじまり、後半は堀内氏（文化庁）により事例研究を行った。
2. 平成18年度著作権セミナー
　日時：平成18年7月26日（水）
　場所：県総合社会教育センター（青森県）
　大ホールにおいて開講式に始まり、啓発ビデオ上映、講義、その後は各分科会に分かれて研修
が行われた。講義の内容は全て著作権制度の概要についてであり、いづれも文化庁からの西村氏、
兼定氏、森下氏が行った。後半の分科会においては、それぞれ自治体・教職員部会、図書館職員
部会、一般部会の3部に分かれ、出版業務に関係の深い図書館職員部会に参加した。
3. 教育著作権セミナー II　～判例から学ぶ著作権法～
　日時：平成18年12月14日（木）
　場所：メディア教育開発センター研究棟ラウンジ（千葉市美浜区）
　講座の前半部分では尾崎氏（独立法人メディア教育開発センター）による判例解説等を交えた講義が行
われ、後半部分では質疑応答を含む具体事例の検討を参加者の討論によって行われるはずであっ
た。しかし、あまりにも質問事項が多かった関係により、止む無く講師の応答のみに限られた。
　上記いづれにおいても業務上欠かせない内容であり、特に1. 2.のセミナーにおいては著作権
制度の基礎を学ぶことができた。3.のセミナーにおいては基礎を踏まえた上での大学等における
著作権制度についての講義となり、基礎を学んだ者にとっては一層内容の濃いものとなった。事
例研究においても、大学の出版業務に携わっている関係上、日頃の業務において関心のあった事
柄について質問する等、積極的に参加することができた。これらのセミナーは、今後の業務にお
著作権セミナー報告 本COE研究協力者 土屋知子
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いて大いに学ぶことのできた絶好の機会であったと、参加に快諾下さった諸先生方にも厚く御礼
申し上げたい。
　尚、セミナーに参加した成果は、COE拠点本部において学習会を開催し、共有化を図った。
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2006年度助成金受給者報告
中国／窪田道夫
ベトナム／関本紀子
イタリア／小田原琳
チベット／浅井万友美
韓国／柳宗伸
内モンゴル／ガンバガナ
内モンゴル／仁欽
日本／高美正
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1. 研究課題
　中国の医療制度改革
2. 研究概要
　中国で進められている医療の市場化が患者や医療機関に与える影響については、公的医療保険
制度に加入できない外国人に最初に現れると考え、博士後期課程1、2年次において外国人医療
の市場化とそれに対応する医療機関の展開についての研究を中心に行ってきた。
　本助成金による研究では対象を中国人へと拡大し、外国人に対する医療政策のみならず自国民
に対する医療政策、さらには外国人と自国民に対する医療政策の関係を明らかにする。
　つまり医療の高度化が進み、急速な人口高齢化が発生した場合、保険財政の逼迫を招くのは不
可避だが、経済の成熟していない発展途上国でこれを市場メカニズムを導入して解決しようとし
た場合の問題点を明らかにして行く。なかでも人口高齢化、高額な医療費、無保険の人間、貧困
層への処遇が問題になると考えられるため、これに対応する医療福祉政策についても検討する。
3. 活動内容
　以下の通り現地調査を実施した。
　調査地　：中国・上海市
　調査日時：2006年8月23日～ 28日
　調査内容：
　上海市楊浦区福祉担当者、上海市立市東病院副院長（兼病院共産党委員会書記）、上海市赤十字会楊
浦区支部、上海浦東森茂診療所（もっぱら日本人を対象とする診療所）等を訪ね、担当者に直接インタ
ビューを行った。
　具体的には、上海市楊浦区福祉担当者には、基層レベルの自治体における福祉政策の内容を、
市東病院においては当該病院の経営状況、無保険者への対応などを、赤十字会においては公衆衛
生、血液政策を、上海浦東森茂診療所においては上海における日本人医療市場の動向についてイ
ンタビューを行った。
4. 研究成果
　発展途上国である中国が医療に市場メカニズムを導入したことで起きている患者の階層化、医
療機関経営の多様化、保険財政と保険適用範囲への影響についての現状を調査した。具体的には
医療の市場化が患者と医療機関に及ぼす影響は、公的医療保険制度に加入できない外国人に最初
に現れると考え、中国における外国人医療の市場化とそれに対応する医療機関の発展について研
究を行ってきた。その上で、中国では所得格差によって受けられる医療に違いがでてきているこ
窪田道夫 （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
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と、また高所得層向けや美容外科などの株式会社制民営医療機関の急増、公的保険の限界と民間
保険商品の拡大、高齢化や慢性疾患増加による医療費増、医療に対する赤十字の関与（臓器移植事
業、公衆衛生事業、貧困層や難病患者への対応）などの概要を分析した。
　本助成金による研究を博士論文へと発展させるが、博士論文では対象を拡大して「市場化によ
り発生した問題」から「市場化するに至った要因」、また治療費高騰の要因を人口高齢化、自国
の医療機器、医薬品産業の未成熟に求めて検討を行う。
基層レベルの赤十字会。基幹業務である血液事業以外に、「老年護理院」（ホスピス）も運営している。
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関本紀子 （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
1. 研究課題（研究テーマ）
　フランス植民地期におけるベトナムの交通の発展とそれに伴う社会・経済的影響
2. 研究概要
　本研究は、フランス植民地期ベトナムにおける交通基盤の発展と輸送事業の進展が及ぼす社
会・経済的影響を、主に物価変動を軸に省レベルで分析し、これらの分析結果を総合的に検討す
ることによって、当時の地域的多様性および地域・経済構造を明らかにすることを目指すもので
ある。インドシナにおける交通政策に関しては、その意義や影響、評価にいたるまでベトナム
国内と海外での研究では隔たりが見られ、またベトナム国内においても歴史の再評価により新た
な認識も生まれている。しかしそれらは、輸送事業、商品流通の実態や具体的な経済・社会指標、
事例をもとに十分に検討されていない。また、経済の基本指標である物価、および物価を検討す
る際必要不可欠となる度量衡・通貨制度に関する史料も断片的であり、省レベルで検討された研
究は管見のところみられない。本研究では、社会経済史の基礎となるこれらの分野に関しても史
料発掘を行い、関連付けて検討することでインドシナ社会経済史研究、植民地統治の再評価に新
たな視点を提供することも試みる。
3. 活動内容
　本助成金により2006年7月末より6週間、ベトナム国家第一文書館にて（1）交通、（2）物価、
（3）度量衡・通貨に関する一次資料の発掘を試みた。それらの主な成果は以下のとおりである。
（1）交通　鉄道に関しては、1916-1941年における鉄道年鑑計10冊が確認でき、主要な
鉄道設備や発着貨物量統計などの複写が認められた。道路輸送では1930年以降ハノイ
発着の旅客輸送（バス）を運行する各会社の運行時刻表、使用車両の状況の史料および
貨物輸送会社の運行に関する史料を発掘した。
（2）物価　物価については1916年までの北部ベトナム各省における月別公設市場価格表
の史料は収集済みであったため、今回の現地調査では北部ベトナム以外の地域、およ
び北部ベトナム1917年以降の物価データの所在を確認することが大きな目的であった。
結果は第一文書館には1917年以降の物価統計はどの地域に関しても保存されておらず、
中部・南部ベトナム、ラオス、カンボジアについては1908年前後までのものが断片的
に残されているのみであることが分かった。
（3）度量衡・通貨　度量衡、通貨の政策に関しては今回主に北部ベトナムについての史
料を収集した。今回一番の成果は1927年におけるトンキン理事長官と各省知事との間
での度量衡統一に関する回状の発見である。これにより、1927年当時の各省における
度量衡制度の概要が把握できるだけでなく、政府側の意図も読み取ることが出来る。阮
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朝硃本目録も1883-1945年分を閲覧し、皇帝への報告書の中にフランスが定めていない
単位の使用が数多く見つけられた。
4. 研究成果
　今回の調査により得られた成果は以下のとおりである。
（1）交通に関しては、1914年以降の鉄道による商品流通の状況、および道路輸送の発達
が見られる1930年代以降の輸送事業について、具体的に明らかに出来る史料を収集す
ることが出来た。
（2）度量衡制度に関しては、一般論、政府側、そして各省の実態という3つの視点から分
析できる史料が整った（昨年までの史料収集の結果も含めて）。
　現在上記の成果について論文執筆を行なっており、順次発表する予定である。また、今回の調
査を通じて、今後研究課題を追求していく上で未だ史料発掘が不十分である部分（水運に関する史料
や1917年以降の物価データなど）も把握することが出来た。これは研究を発展させていく上で重要な指
針となる。ベトナム植民地期の史料は現在ベトナム国家第一、第二文書館と海外文書館（フランス、
エクサンプロヴァンス）に分散して保管されている。未発掘の史料については、今後ベトナム国家第
二文書館及び海外文書館でも収集することが必要である。これらの調査は2006年11月末より行
う予定である。
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小田原琳 （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程単位取得退学）
1. 研究課題 
　自由主義期イタリア「南部問題」論に見る社会認識パラダイム―イギリス人ジャーナリスト
ジェシー・ホワイト＝マーリオの仕事を手がかりに―
2. 研究概要
　国家統一を終えたばかりの19世紀後半のイタリアにおいて、「南部問題」はさまざまな社会問
題のうち、国家にとって最も重大なものであったといえる。この問題は歴史家・政治家パスク
アーレ・ヴィッラリを中心とする人脈のなかで議論されたが、本研究ではその一人であるイギリ
ス人女性ジャーナリスト、ジェシー・ホワイト＝マーリオを取り上げ、とりわけその社会問題に
関する著作と活動を検討する。「外部」から見られたイタリア社会論と、イタリアにおいて国民
的課題として論じられた南部問題論を比較検討することによって、国内問題と見える南部問題が
提起された状況を、ヨーロッパの社会認識・社会思想の流れの中に位置づけることを目的とする。
3. 活動内容 
　ジェシー・ホワイト＝マーリオの発表した書籍・論文で、日本に所在するものは、日本女子
大学が所蔵する“Miseria in Napoli”をのぞけば、リソルジメント運動の記録とそのリーダーた
ちの伝記がほとんどである。このため、ホワイト＝マーリオの社会問題に関する仕事を所蔵す
るBiblioteca di storia moderna e contemporanea (Roma)及び、書簡を中心とするマニュスクリプ
トを所蔵するArchivio del Museo centrale del Risorgimento (Roma)で調査を行った。Biblioteca 
di storiaでは雑誌掲載記事を調査した他、“Le opere pie e l’infanticidio legale”、“Italy and the 
United States”（雑誌“Nineteenth century”掲載）の2点については、発行年が古く状態が良くないため
コピーは不可能であったため、デジタル画像化を依頼した。Archivioでは、リソルジメント運
動のリーダーたちとの往復書簡、家族とのやりとりも多数所蔵しているが、この中で「南部問
題」論の第一人者であったパスクアーレ・ヴィッラリからホワイト宛書簡は、当時の「南部問
題」をめぐる問題意識と知識人たちのネットワークを知るうえで興味深い史料になると思われる。
この他、ナポリの国立図書館等でも調査を行い、史料を複写・入手し検討した。
4. 研究成果
　本研究は、報告者の学位取得論文「自由主義期イタリア知識人における倫理的実践－「社会問
題」論の展開を通して」の発展的継続として位置づけられる。学位取得論文ではイタリア国内で
のイタリア知識人による社会問題や南部問題の議論しか扱えなかったが、本研究によって国家の
枠組みに収斂されない、社会に関する思想の内包するさまざまな可能性を展望することが可能に
なった。一例を挙げるなら、ジェシー・ホワイトがイタリア社会について論じた多数の記事は、
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アメリカやイギリスの雑誌にも掲載されている（“Nation”など）。このことは、イタリア社会問題
の最大の焦点であった「南部問題」が、固有の歴史的経緯の結果であると同時に、その発現＝発
見が、西洋社会で注目されていた民衆の貧困と、その統治の問題の一環として理解されていたこ
とを示している。
　以上の研究成果に関しては、共同研究「イタリアの「国民国家」形成過程における制度と社会
に関する総合的研究」報告書（2006年6月発表予定）の一環として発表される予定である。
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浅井万友美 （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
1. 研究課題（研究テーマ）
　チベット近代史における仏教：関連する史資料の基礎的調査
2. 研究概要
　報告者の研究テーマは、19世紀から20世紀にかけての近代チベットにおいて仏教がどのよう
な役割を果たしたか、いいかえれば仏教思想やそれに基づいて形成された価値観や認識がその時
代のチベットをどう規定したのか明らかにすることである。チベット研究においては、仏教の
重要性とその機能・役割・影響力などを理解することが大きな意味を持つと考えられる。しかし、
報告者が研究対象とする近代史において、これまでの研究の多くがそうした面に積極的に取り組
んできたとはいいがたい。その結果として、現状においてどのような史資料があり、何が利用で
きるのかが必ずしも明確になっていない。そこでそれを確認することが、研究を進めるための最
優先課題であると考える。
　本研究の対象となる史資料をもっとも多く所蔵していると思われるのは、中国とインド、イギ
リスである。そのうちイギリスが保存しているものの一部はマイクロフィルムの形で入手可能
であり、本学21世紀COEプログラム「史資料ハブ地域文化研究拠点」に所蔵されている（British 
Intelligence on China in Tibet 1903-1950, IDC, The Netherlands）。一方、中国とインドについては大いに状況
が異なる。中国では主にチベット（西蔵）自治区、インドでは現在チベット亡命政府のあるヒマー
チャル・プラデーシュ州ダルムシャーラーにそれぞれアーカイブがあり、またそれら以外にもチ
ベット研究を行う機関が別々に史資料を収集・保存していることが考えられる。しかし、実際に
何がどこにどのように保存され公開されているかどうかといったことは、情報がたいへん乏しい。
一部にカタログがあるものの発行より長い時間がたっていたり、またウエブでの最新情報公開も
進んでいない。欧米や日本を中心とした各地の研究機関で所蔵品の情報が広く公開され、ウエブ
の利便性がさらにそれを後押ししている状況とは大いに異なる。
　このような課題と状況をふまえた上で今後幅広い研究を進めていくために、該当地域でアーカ
イブ等を実際に訪問し、史資料の内容とともに利用条件等についても確認することが必要である。
そこで今回は中国チベット自治区ラサ（拉薩）市で史資料の保存・公開状況および利用環境等に
ついて確認することを目的に、臨地での調査を実施することにした。
3. 活動内容
　今回（2006年9月7日～ 28日）は中国チベット自治区ラサ市にある機関を調査した。チベット語の
史資料のみを対象とした。
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1. 西蔵社会科学院
【組織について】
　図書館・アーカイブ機能を持つ研究機関。中国国内発行のチベット研究誌としてもっとも評価
の高いものの１つ、『西蔵研究』を発行し、また歴史的文献の出版も行っている。
【史資料の所蔵と公開について】
　広くチベットに関する研究書を中心とした書籍や雑誌、貝葉型の主に経典類、古文書などを所
蔵する。古文書はかつて地方で収集作業を行った際に、シガツェ地域で得たもので、主に公文書
類であると思われる。
　一部の内部資料等を除き書籍の大部分は、閲覧し借り出すことができる（館外貸出のみ有料）。公
開されている目録は、経典類についてのもののみであり、書籍・雑誌の目録は確認できなかった。
古文書には手書きの目録があるが非公開であり、文書自体の詳しい調査や保存処理はされていな
い。文書自体も非公開である。
2. 西蔵档案館
【組織について】
　チベット自治区の各種档案を保存する拠点。300万余巻の文書を保存しており、国内各地の档
案館の中でも有数の規模という。
【史資料の所蔵と公開について】
　主にチベット語で書かれた歴史文書を所蔵し、その整理・保存を行っている。
　外部者の文書閲覧を厳しく制限しており、一般公開はしていない。閲覧には所定の手続きが必
要で、まず西蔵大学や西蔵社会科学院など他の研究機関の推薦を受け、それから閲覧したい文書
を目録から指定し、調査員に該当するものを探してもらうという手順とのことである。
　なお、所蔵品のうちから数十点が展示室に展示されており、その一部は『西藏歴史档案薈粹 A 
collection of historical archives of Tibet』（西藏自治區档案館編、文物出版社、1995年）として出版されて
いる。
3. 西蔵大学図書館
　チベット語と漢語で書かれた各分野の書籍や雑誌を所蔵するが、チベット史研究に関連する分
野に関しては、西蔵社会科学院の方がより充実しているようである。
4. 西蔵自治区図書館
　市民向けの各種書籍・雑誌のほか、経典を中心とする貝葉型の典籍も所蔵している。保証金を
置くことで、外国人でも借りることができる。
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4. 研究成果
　チベット自治区における近代史関係のチベット語史資料について、収集･整理と保存、公開の
現状を一定程度確認することができた。区内で出版された書籍と雑誌は、西蔵社会科学院が多く
を所蔵しており、また利用が容易である。チベット語档案については西蔵档案館の所蔵量が圧倒
的に多く、また目録が作られていることを確認できた。調査実施前の情報では、西蔵档案館はほ
ぼ非公開であり、立ち入ることさえむりだろうと思われたが、本調査により所定の手続きを経れ
ば、外国人でも利用可能であることがわかった。
　今回の調査はチベット自治区のみを対象としたが、中国国内ではチベット族が住む他の地域で
もチベット語史資料の出版や保存が行われている。それらは必ずしもラサ市の各機関に集められ
ていない。今後はこうしたところにも注意を向ける必要があると考える。
＊参考資料
1. 各機関のウエブページ
　西蔵社会科学院　http://www.tibetology.ac.cn/Article/ShowArticle.asp?ArticleID=253
　西蔵档案館　http://www.tibet.cn/tibetzt/dang_an/index.htm
　西蔵大学図書館　http://210.41.5.174/index-han/index.html
2. 購入した資料
『中国第一歴史档案館所存西蔵和蔵事档案目録（満・蔵文部分）』（中国第一歴史档案館・中国蔵
学研究中心合編、中国蔵学出版社、1999年）、『中国第一歴史档案館所存西蔵和蔵事档案目録（漢
文部分）』（中国第一歴史档案館・中国蔵学研究中心合編、中国蔵学出版社、2000年）、『中国第
二歴史档案館所存西蔵和蔵事档案目録（上・下）』（中国第二歴史档案館・中国蔵学研究中心合編、
中国蔵学出版社、2000年）、『甘粛省所存西蔵和蔵事档案史料目録（1412-1949年）』（甘粛省档案
館・中国蔵学研究中心合編、中国蔵学出版社、1996年）
1. 西蔵社会科学院 2. 西蔵档案館
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柳　宗伸 （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
1. 研究課題
　文化運動としてのお伽噺に関する研究
2. 研究概要
　お伽噺は明治期巌谷小波によって命名された文学ジャンルである。先行研究では、お伽噺はそ
の形態から読物として主に扱われてきた。また、お伽噺と関連した歌、芝居、口演、その他の活
動と関連させられることで、近代児童文化の形成の1コマとしても取り扱われている。
　これらの諸研究では、児童文学、児童文化の形成に果たした直接･間接的影響に焦点があてら
れたため、お伽噺を明治の一時期に現れ、その後、衰退していく文芸の1ジャンルとして取り
扱っている、という点で共通している。このため先行研究は、ジャンルとしてのお伽噺は衰退し
た後も日本社会のすみずみまで浸透していった、という事実を等閑視してしまっている。
　本研究では、単なる文芸の1ジャンルとしてのお伽噺ではなく、文化運動としてのお伽噺とい
う側面に焦点をあて、お伽噺とその関連活動が近代日本社会に及ぼした影響を明らかにする。同
時に「前近代の民間口承」という衣装をまとったお伽噺を、柳田国男以降の「昔話」を視野に入
れた分析を通じて、近代化のなかで「昔話」が構築されたことを実証し、なおかつお伽噺の位相
を再考する。
3. 活動内容
　文献調査にもとづき、実証的データと緻密な分析を通じて、（1）明治期、お伽噺と関連した活
動の実態、（2）明治以降、“童話”（当時は民間説話と子供向けの創作作品、両方ともが“童話”で表された）をめ
ぐる論争と実践、（3）お伽噺と関連した活動と柳田国男の昔話蒐集活動の関連性の3点を明らか
にしなければならない。このため、①お伽噺と関連した文化活動の動態、②近隣植民地で行われ
たお伽噺と関連した文化活動、③明治以降童話をめぐる論争と実践の3点を具体的に調査するこ
とが必要となる。
4. 研究成果
　今回は、上記項目、②近隣植民地で行われたお伽噺と関連した文化活動に関する調査を、韓国
で行った。具体的には、韓国の国立中央図書館と国立子供青少年図書館の公文書と雑誌（『オリニ』、
『少年』等）・新聞（毎日申報、京城日報、中外日報、朝鮮日報等）を利用し、関連史料を収集した。本調査で
得られたお伽噺関連史料により、お伽噺と関連した文化活動が、近代日本の植民地政策とどのよ
うに関わっていたかを明らかにすることができた。
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5.その他
　2006年6月4日　日本文化人類学会第40回研究大会発表「お伽運動と近代：明治期、お伽口
演の誕生と普及」
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ガンバガナ （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
1. 研究課題
　内モンゴル自治運動における興蒙委員会の役割について
2. 研究概要
　1930年代に始まった内モンゴル自治運動は、最終的に日本との協力の道を歩んだ。その結果
生まれたのはモンゴル連合自治政府（蒙疆政権）であり、本政権は今までほとんど「第二の満州
国」として表現されてきた。
　しかし、研究の視線をその後に樹立したモンゴル自治邦政府、とくに興蒙委員会の活動にまで
移すなら、蒙旗（モンゴル・ホショー）地帯の「自治」と「復興」という側面が浮上してくる。しか
も、その復興事業の担い手になっていたのは、興蒙委員会であったことがわかる。
　では、興蒙委員会とはいったい如何なる組織であったのか？　この委員会の設立のきっかけ、
原因、目的は何か？　設置に当たってのモンゴル側と日本側のそれぞれの思惑は何だったのか？
興蒙委員会の蒙旗地帯における復興事業の内容とは何か？　従来の研究では、これらの問いに対
する解答は皆無に近い。この研究では、その答えを探ることによって、内モンゴル自治運動のな
かでの興蒙委員会の役割について検討する。
3. 活動の内容
　大阪市、東京都の各図書館、文書館にわたって、文献資料の収集を行った。
4. 研究成果
　研究成果としては、収集した資料を利用しながら、「内モンゴル自治運動における興蒙委員会
の役割について」という論文を完成させた。論文の構成は以下のようになっている。
はじめに
1．興蒙委員会の設立とモンゴル側と日本側のそれぞれの思惑
2．興蒙政策の確立
3．興蒙政策の実態
おわりに
　この論文では、興蒙委員会の設立のきっかけ、興蒙政策の確立の経緯、ならびに、興蒙委員会
の蒙旗地帯における復興事業の内容について考察し、最後に、モンゴル自治邦政府の樹立によっ
て、モンゴル人の自治が可能になったのに対し、興蒙委員会の設立によって、蒙旗地帯の復興が
可能になったことを明らかにし、さらに、たとえそれらの復興事業が、当時の国際環境の変動に
より、脆弱かつ短命で終わったとはいえ、その方向性が示す意義は、内モンゴル近代史を語る際
非常に重要であるという見解を示した。『言語・地域文化研究』13号に掲載される予定である。
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リンチン （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
1. 研究課題（研究テーマ）　
　1950～ 70年代の内モンゴルにおける民族政策に関する研究
2. 研究概要
　漢人と五十五の「少数民族」から構成された多民族国家である中国において、中国共産党の民
族政策を研究することは、事実上の民族間の平等、共同発展、平和共存などの面及び中国現代史
研究においても不可欠な作業である。今日、地球規模での環境問題のなかで、砂漠化は重要な課
題となっている。内モンゴル草原の砂漠化が急激な勢いで進んでいます。その砂漠化土地は、内
モンゴル総土地面積の35.66%を占め、農牧民の生産と生活に大きな被害をもたらしている。さ
らに、これにより発生した「砂塵嵐」は、近年、北京、天津ひいてはるか朝鮮半島、日本にまで
猛威を振るっている。本研究では、1950～ 70年代の漢人の内モンゴルへの移民と放牧地開墾の
プロセス、実態及びその影響を歴史研究の立場から考察し、中国共産党の内モンゴルにおける漢
人移民に対する政策と内モンゴル草原生態系の変化（砂漠化）との関係をあきらかにする。中国共
産党の民族政策をより正確に評価する新しい視点を提供することを試みる。
3. 活動内容
　2006年8月7日から8月10日までの4日間に、愛知大学付属図書館（名古屋キャンバス）で、中国
共産党の内モンゴルにおける漢人移民政策に関する文献資料の調査、収集をおこなった。具体的
には、1958年から始まったいわゆる「三面紅旗」（すなわち、「総路線」「大躍進」「人民公社」）時期の内モ
ンゴルにおける漢人移民政策の内容に関する文献、および内モンゴルにおける漢人移民の実態と
内モンゴル社会にもたらした影響についての資料を調査、収集した。
4. 研究成果
　調査、収集した資料用いて、内モンゴル牧畜地域における「大躍進」、人民公社化のプロセス
とその特質に関する論文を執筆している。論文が完成する次第に学術雑誌に投稿する予定。
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高美正 （東京外国語大学大学院地域文化研究科博士後期課程）
1. 研究課題（研究テーマ）
　近世日本の神道家の思想から見たジェンダー
2. 研究概要
　これまでの研究課題の大きなテーマとしては、社会・文化的な性差であるジェンダーの視点
を導入し、近世の知識層を中心として女性に対する認識や観念を検証することで、女性という
「性」が社会的にはどのように認識されていたのか、「家」の中でどのような役割を求められてき
たのかについて考察してきた。
　異なる思想を背景とする近世の知識人層には、「女性」はどのように写っていたのか、またそ
のメカニズムや社会的な変容など、様々な角度から分析していく上で、近世の「家」と、社会と
の関係性や社会での認識・認知度などがありのまま浮かび上がってくるのではないかと思う。
　なかでも近世の神道は、町人の生活感情を反映させて、反仏教的・反儒教的立場を取っていた。
「女大学」などから見られる儒学が支配層の思想であるなら、神道は庶民層の思想であるとも言
われる。
　現在の主な研究対象は、食行身禄や増穂残口である。食行身禄（1671～ 1733）は、江戸中後期
に広く普及していたの富士講の指導者であり、油商であった。また、時代は遡ることになるが江
戸前期の神道家で戯作者である増穂残口（1655～ 1742）の場合も、引き続き、「神路手引草」など
を通じて分析を行っている。
3. 活動内容
　食行身禄は、処世訓と生業の勧めを含む富士講の体系的な教義を整えたとされる。今回は、食
行身禄が断食行に入り、亡くなるまでの講義を記録した『三十一日の御伝』などを中心として検
討し分析する作業をおこなった。
　その他、江戸前期の神道家で戯作者である増穂残口（1655～ 1742）の場合も、儒教道徳を廃し、
男女平等を説き、人倫の大本は夫婦にあると、恋愛至上主養を提唱した（家永三郎「増穂残口の思想」
（『日本近代思想史研究』1953年10月））といわれているため、増穂残口の「神路手引草」などを分析し検
討を行っている。
4. 研究成果
　食行身禄の『三十一日の御伝』などを中心として分析した結果、男女の「高下尊卑」を否定し
ていたが、女性は「内」を勤めるべきであると「職分」論に当たるものを力説している面を探る
ことができる。
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5. 2006年度論文掲載リスト
　「貝原益軒の女性観」（『女大学資料集成　別巻・論文集』大空社、2006年7月刊行）
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受入済マイクロ媒体資料一覧 足立享祐編 2006年12月現在
タイトル 刊行元・撮影者 点数 媒体
アジア・アフリカ広域
Biographical Archives Series KG. Saur 2335 ﬁches
Census Reports IDC, The Netherlands 151 ﬁches
Census Reports, Supplement IDC, The Netherlands 402 ﬁches
Collection of Unpublished Inventories to Archives on Asia and 
Oceania
IDC, The Netherlands 229 ﬁches
Development Plans. Documents on Education Development IDC, The Netherlands 229 ﬁches
Development Plans. Rural and Regional Development IDC, The Netherlands 370 ﬁches
中東・北アフリカ地域
Despatches from U.S. Consuls in Port Mahon, 1803-1876 and in 
Tetuan, Morocco, 1877-1888
Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
5 reels
Despatches from U.S. Consuls in Tangier, Morocco 1797-1906 Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
27 reels
Despatches from U.S. Ministers to Morocco.1905-1906 Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
1 reel
Diplomatic & Consular Instructions of the U.S. Department of 
State to U.S. Ministers to Morocco, 1785*1790, 1791-1801, 
1834-1906
Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
7 reels
Early Ottoman Printing: The Müteferrika Press IDC, The Netherlands 287 ﬁches
Early Printed Books from Egypt at the Great Exhibition, London 
1851
IDC, The Netherlands 384 ﬁches
Library Materials on Africa, The First Journal of the Standing 
Conference on Library Materials on Africa. Vols. 1-10, 1962-1972
Atair Publishing, UK 10 ﬁches
中央アジア
British Intelligence on Afghanistan and its Frontiers IDC, The Netherlands 410 ﬁches
British Intelligence on Russia in Central Asia IDC, The Netherlands 394 ﬁches
欧米地域
Despatches from U.S. Ministers to Spain, 1792-1906 Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
134 reels
Los Manuscritos Aljamiado-Moriscos, Biblioteca de la Real 
Academia de la Historia
「史資料ハブ地域文化研究拠点」 106 ﬁches
Sephardic Editions, 1550-1820, IDC, The Netherlands 387 ﬁches
The Portuguese in Asia, 1498 -c.1800 IDC, The Netherlands 1256 ﬁches
The Records of the East India College, Haileybury, 
J/1/19-J/1/32&J/1/37
British Library 6 reels
日本
Photographs of Japanese Soldiers and of Allied Prisoners of War, 
1942-1945
Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
1 reel
Voice of India. Vols.1-6 (1930-1937). *Incomplete New York Public Library, USA 1 reel
War against Japan; Historical Overviews, Operational Reports and 
Administrative Reports
Scholarly Resources Inc. 54 reels
インドワラ会関係資料（スケッチが語る印度抑留記） 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 1 reel
インドワラ会名簿 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 1 reel
インドワラ通信 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 1 reel
馬来、緬甸、及び印度在留邦人被抑留者名簿（昭南特別市調） 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 1 reel
上総国天羽郡湊十分所文書 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 3 reels
日印協会未発表資料 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 9 reels
印度甲谷陀日本商品館館報 /日印協會印度甲谷陀日本商品館館報 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 8 reels
日印協會々報 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 14 reels
日印經濟協會會報 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 1 reel
幕末明治アジア刊行英文雑誌日本関係記事集成 本の友社 10 reels
中国大陸
British Intelligence on China in Tibet, 1903-1950 IDC, The Netherlands 576 ﬁches
東京外国語大学大学院
地域文化研究科博士後期課程
購入寄贈資料・雑誌・マイクロ資料紹介
299
タイトル 刊行元・撮影者 点数 媒体
OSS/State Department Intelligence and Research Reports Part 3. 
China and India: 1941-1949
University Publications of America 6 reels
OSS/State Department Intelligence and Research Reports Part 9. 
1950-1961 Supplement
University Publications of America 5 reels
中国徽州文書 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 2 reels
滇緬会戦史料選編 中国第二歴史档案館 18 reels
東南アジア地域
"Eyes Alone" Correspondence of General J.W.Stillwell. Jan. 
1942- Oct. 1944
Nat ional  Archives  and Records 
Administration, USA
5 reels
British Intelligence on Siam (Thailand) and Mainland Southeast 
Asia, 1887-1948
IDC, The Netherlands 302 ﬁches
Bulletin Administratif de l'Annam ACRPP, France 1 reel
Bulletin Administratiff du Laos, 1919, 1921-22, 1927 ACRPP, France 2 reels
Bulletin Ofﬁciel de l'Indochine Francaise ACRPP, France 22 reels
Bulletin Ofﬁciel du l'Annam et du Tonkin ACRPP, France 1 reel
Burma Echo, 1961-1963 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 3 reels
Classics in South-East Asian Studies IDC, The Netherlands 229 ﬁches
Collection of Thet-Kayi 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 6 reels
Delineating British Burma IDC, The Netherlands 41 reels
Dr. Hla Phay Collection 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 11 reels
Kambuja Surya, 1927-28, 1930-46 & 1948 ACRPP, France 9 reels
Kambuja, 1943-1945 ACRPP, France 1 reel
Khao Pacham Van, July 23, 1962 - June 14, 1963 Library of Congress, US 1 reel
Le Khmer, 1935-1938 ACRPP, France 1 reel
Le Petit Cambodgien, 1931 ACRPP, France 1 reel
L'Eveil du Cambodge, 1933 ACRPP, France 1 reel
Maulmain Chronicle British Library 2 reels
Missionary Archives on Asia IDC, The Netherlands 530 ﬁches
Moniteur du Protectorat de l'Annam et du Tonkin ACRPP, France 1 reel
Myanma Alin、1951-1953，1958-1960，1962-1967 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 11 reels
New Times of Burma, 1955 / The Statesman 1954-1955/ The 
Mainichi
「史資料ハブ地域文化研究拠点」 2 reels
Nhan Dan 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 4 reels
Reports, Notes, Correspondence, Drafts of Minutes and 
Miscellaneous Documents relating to the Meeting of the Council 
of Ministers, Cambodia, 1897-1937
「史資料ハブ地域文化研究拠点」 69 reels
Siang mahason. Viangchan. Jan. 23, 1963 - May 3, 1967 Library of Congress, USA 5 reels
Siang Seri. Viangchan. May 11, 1967- May 9, 1975 Library of Congress, USA 17 reels
Thurya 1930-1933, 1953, 1957-1958/ Mandalay Thuriya Daily, 
1930-1933/ Kyibwayei Magazine
「史資料ハブ地域文化研究拠点」 15 reels
Vietnam Cong-Bao,　Vietnam Cong-Hoa Norman Ross Publishing Inc. 8 reels
南アジア地域
Asam Bani 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 4 reels
Assam Express 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 2 reels
Assam Tribune 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 21 reels
Dainik Asam, 1989 「史資料ハブ地域文化研究拠点」 5 reels
India During the Raj: Eyewitness Accounts, Part 1: Diaries and 
Related Records Describing Life in India, c.1750-1844
Adam Matthew Publications, UK 25 reels
India in the Age of Empire：The Journals of Michael Pakenham 
Edgeworth (1812-1881) from the Bodleian Library, Oxford
Adam Matthew Publications, UK 11 reels
Indian Political Intelligence Files, 1912-1950 IDC, The Netherlands 624 ﬁches
Selection from the Record of the Government of India, 
1849-1937, including Map Series
IDC, The Netherlands 3167 ﬁches
South Asia, Research Collections on Microform （Henry Scholberg 
ed.） 
IDC, The Netherlands 26,722 ﬁches
The Sarvodaya Movement in India in the 1950's: Texts in Hindi 
and English on Microﬁche
International Institute of Social History 
& MMF Publications, The Netherlands
252 ﬁches
